
　「
広
報
天
龍
」
令
和
５
年
４
月

号
に
掲
載
し
ま
し
た
次
の
記
事
に

お
き
ま
し
て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

○
４
ペ
ー
ジ
目

「
当
初
予
算
」
表
中

（
正
）
地
方
交
付
税

　
　　10
億
2
，6
1
0
万
円

（
誤
）
地
方
交
付
税

　
　　10
億
2
，６
１
0
円

○
６
ペ
ー
ジ
目

「
直
近
20
年
間
の
村
債
借
入
額
等

推
移
」
グ
ラ
フ
の
マ
ー
ク

（
正
）□
借
入
額
・
●
公
債
費
・
△

年
度
末
残
高

（
誤
）□
年
度
末
残
高
・
●
公
債
費
・

△
借
入
額

「
直
近
20
年
間
の
村
債
借
入
額
等

推
移
」 ※

の
注
意
書
き

（
正
）Ｒ
３
年
度
ま
で
は
実
績
、Ｒ

４
は
決
算
見
込
み
、Ｒ
５
は

当
初
予
算
で
算
出

（
誤
）Ｒ
２
年
度
ま
で
は
実
績
、Ｒ

３
は
決
算
見
込
み
、Ｒ
４
は

当
初
予
算
で
算
出

　村
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広 報　天　　龍（18）令和５年（2023年）７月27日

第 214 号
広 報

私たちの村
－７月１日現在－
人口 1,110 人

男 525 人 女 585 人
世帯数 633 世帯

2023年7月27日

令和５年６月10日㈯、第21回天龍村大運動会が開催され
ました。今年度は小中併設に伴う学校行事の見直しや９月・
10月の村の行事との関係で６月に変更となりました。
当日は、天候が心配されましたが、無事に開催すること
ができました。子どもたちの元気な姿や、一般参加種目で
老若男女が楽しむ姿見られました。
来年度は、小中併設校となり、現在の小学校グラウンドに場所を移して開催を予定しています。

天 龍 村 役 場
総 務 課
飯田共同印刷㈱

発行
編集
印刷

　
国
道
418
号
的
瀬
と
福
島

を
結
ぶ
福
島
ト
ン
ネ
ル
の

開
通
式
が
４
月
28
日
㈮
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
衆
議
院
議
員

や
県
議
会
議
員
な
ど
関
係

者
を
お
招
き
し
、
厳
正
か

つ
盛
大
に
行
わ
れ
、
式
典

終
了
に
伴
い
、
同
日
福
島

ト
ン
ネ
ル
が
供
用
開
始
と

な
り
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
の
延
長
は
762
ｍ

で
、
的
瀬
と
福
島
間
の
移

動
時
間
は
従
来
よ
り
約
５

分
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
島
ト
ン
ネ
ル
は
、
令

和
２
年
１
月
に
発
生
し
た

早
木
戸
地
籍
の
大
崩
落
が

契
機
と
な
り
、
国
道
の
ト

ン
ネ
ル
化
に
よ
る
抜
本
的

な
道
路
改
良
が
決
定
し
、

令
和
３
年
６
月
に
掘
削
を

開
始
、
令
和
４
年
２
月
に

ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
、
今

回
開
通
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
も
当
面
の

間
、
ト
ン
ネ
ル
出
入
口
付

近
で
は
取
付
道
路
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
通
行

す
る
際
に
は
ご
注
意
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

福島トンネル開通!!

第21回

天
龍
村
総
合
体
育
館
施
設
竣
工
記
念
イ
ベ
ン
ト

天
龍
村
総
合
体
育
館
施
設
竣
工
記
念
イ
ベ
ン
ト

４
月
22
日
㈯
に
総
合
体
育
施

設
の
完
成
を
祝
う
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
、中
学
生
に
よ
る
ハ
ン
ガ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
親
交

の
あ
る
至
学
館
大
学
（
愛
知
県

大
府
市
）
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
部

を
お
招
き
し
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
員

を
は
じ
め
、
栄
監
督
、
コ
ー
チ
、

学
校
関
係
者
が
来
村
さ
れ
、
レ

国道418号

みんなで記念撮影!みんなで記念撮影!トンネルにお絵かきトンネルにお絵かき

福島側の坑口福島側の坑口

お
詫
び
と
訂
正

グラウンドを全力疾走！グラウンドを全力疾走！ 老若男女が参加した大玉送り老若男女が参加した大玉送り

開会式開会式

大きなピラミットに挑戦大きなピラミットに挑戦

栄監督の指導の下、レスリング体験

至学館大学女子レスリング部、学校関係者のみなさん

ス
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
の
上
で
栄
監

督
の
指
導
の
下
、
多
く
の
方
が

汗
を
流
し
、
交
流
を
図
り
ま
し

た
。

色紙は総合体育施設に飾ってあります



福
士
和
成
氏

　県
知
事
表
彰
を
受
章

盛
正
賢
氏
が

　藍
綬
褒
章
を
受
章

板
倉
恒
夫
氏
が

長
野
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
所
長
感
謝
状
を
受
賞

ま
た
、
平
成
10
年
に
天
龍
村

商
工
会
理
事
に
就
任
さ
れ
、
平

成
30
年
か
ら
現
在
ま
で
、
天
龍

村
商
工
会
の
会
長
に
就
任
さ
れ
、

長
き
に
渡
り
、
商
工
業
の
振
興

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

総
務
省
の

行
政
相
談

委
員
と
し

て
国
民
の

行
政
に
対

す
る
苦
情
の
解
決
に
特
に
尽
力

さ
れ
た
と
し
て
、
こ
の
度
、
令

和
５
年
度
の
長
野
行
政
監
視
行

政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
感
謝
状

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

板
倉
恒
夫
氏
（
岡
本
区
）
は
、

平
成
31
年
４
月
か
ら
行
政
相
談

委
員
と
し
て
、
ご
活
躍
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
任
期
は
令
和
７

年
３
月
で
す
。

行
政
相
談
は
、
基
本
的
に
偶

数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
村
内
放

送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、
困
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６

日
㈫
に
開
会
し
、
13
日
㈫
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
森
林
環
境
税
導
入

に
伴
う
改
正
、
給
与
所
得
者
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
記
載
事

項
の
簡
素
化
に
伴
う
改
正
な
ど

を
承
認
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
９
年
度
か
ら

の
国
保
税
率
の
県
統
一
化
に
向

け
て
税
率
の
改
正
を
し
た
も
の

で
す
。
詳
し
く
は
、
７
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
天
龍
村
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
新
た
に
向
方
地
区

に
建
築
さ
れ
た
定
住
促
進
単
身

者
用
住
宅
の
名
称
並
び
に
家
賃

を
定
め
た
も
の
で
す
。

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

○
大
平
正
長
議
員

①
防
犯
灯
の
電
気
料
に
係
る
補

助
金
額
の
改
定
に
つ
い
て

②
ゴ
ミ
の
訪
問
回
収
の
実
施
に

つ
い
て

③
国
道
４
１
８
号
天
竜
川
橋
架

け
替
え
工
事
の
進
捗
状
況
な

ど
に
係
る
村
民
へ
の
説
明
に

つ
い
て

④
村
道
長
野
原
線
の
道
路
改
良

計
画
に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

①
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
な
ど
に
つ
い
て

②
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制

度
に
つ
い
て

③
通
勤
助
成
金
な
ど
に
つ
い
て

④
道
路
の
景
観
伐
採
な
ど
に
つ

い
て

す
。

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）（
専

決
第
１
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
専
決
第
２
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）（
専
決
第
３
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）（
専
決
第
４
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）（
専
決
第
５
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
専
決

第
６
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
専
決

第
７
号
）

（
令
和
５
年
５
月
１
日
〜
令
和

７
年
４
月
30
日
）

議
　
長
　
後
藤
　
知
久

副
議
長
　
大
平
　
正
長

　
第
２
回
臨
時
会
が
、
５
月
１

日
㈪
に
開
催
さ
れ
、
議
長
、
副

議
長
の
改
選
や
各
常
任
員
会
な

ど
の
選
任
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇「
令
和
５
年
度 

天
龍
村
小
中

併
設
校
整
備
工
事
（
二
期
工

事
）
天
龍
村
平
岡 

天
龍
小

学
校
敷
地
内
」
の
請
負
契
約

に
つ
い
て

　
契
約
額

　
　
６
億
８
３
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
神
稲
建
設
株
式
会
社

　
内
容
は
、
契
約
額
が
５
千
万

円
以
上
の
工
事
で
あ
り
、
村
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
承
認

を
得
た
も
の
で
す
。

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
５
年
度
へ
繰

り
越
す
事
業
や
予
算
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
議
会
に
報
告
し
た
も
の
で

《
総
務
社
会
常
任
委
員
会
》

委
　

員
　

長
　
熊
谷
　
美
沙
子

副
委
員
長
　
板
倉
　
幸
正

委
　
　
員
　
秦
　
治
三
夫

　
　
　
　
　
後
藤
　
知
久

《
建
設
産
業
常
任
委
員
会
》

委
　

員
　

長
　
村
松
　
克
一

副
委
員
長
　
兼
宗
　
真

委
　
　
員
　
村
松
　
小
司
郎

　
　
　
　
　
大
平
　
正
長

住
宅
の
名
称
…
向
方
住
宅
１
号

月
額
家
賃
…
２
万
円

○
天
龍
村
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
う
い
て

　
内
容
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

水
道
事
業
が
公
営
企
業
会
計
に

移
行
さ
れ
る
こ
と
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
今
年
度
10
月
請
求
分

と
、
令
和
６
年
４
月
請
求
分
か

ら
段
階
的
に
水
道
使
用
料
を
値

上
げ
す
る
改
正
を
し
た
も
の
で

す
。

○
天
龍
村
下
水
道
事
業
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
水

道
使
用
料
と
同

じ
く
、
下
水
道

使
用
料
に
つ
い

て
も
、
今
年
度

10
月
請
求
分
と
、

令
和
６
年
４
月

請
求
分
か
ら
段

階
的
に
値
上
げ

す
る
改
正
を
し

た
も
の
で
す
。

　
上
下
水
道
使

用
料
の
改
定
に

つ
い
て
は
、８
・

９
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
天
龍
村
学
校

職
員
の
給
与

に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
天
龍
村
学
校
職
員

の
村
費
講
師
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
長
野
県
教
育
職
給
与
と
同

等
に
し
て
お
り
、
天
龍
小
学
校

が
「
へ
き
地
に
準
じ
る
学
校
」

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

村
費
講
師
に
へ
き
地
手
当
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
改
正

し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
農
業
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
農
業
委
員
と
し
て
、
応
募
が

あ
り
ま
し
た
次
の
11
名
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　
　〈
敬
称
略
〉

宮
澤 

盛
孝
（
中
井
侍
）

遠
山 

福
景
（
大
河
内
）

村
松 

民
雄
（
梨
畑
）

遠
山 

直
代
（
西
原
）

宮
澤 

　
悟
（
西
原
）

大
平 

宮
正
（
松
島
）

佐
々 

木
裕
子
（
戸
口
）

大
杉 

廷
臣
（
坂
部
）

宮
澤 

敏
仁
（
東
原
）

村
松 

美
雪
（
向
方
）

熊
谷 

長
治
（
十
久
保
）

任
期
…
令
和
５
年
７
月
20
日
か

ら
令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で

○
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て
○
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

○「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推

進
と
教
育
予
算
の
増
額
」・

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
・
拡
充
」
を
求
め

る
請
願

　
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、
内

閣
総
理
大
臣
を
始
め
関
係
大
臣

ら
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し

た
。

○「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑

み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率

を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻

す
こ
と
」
を
長
野
県
知
事
に

求
め
る
請
願

　
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、
長

野
県
知
事
、
長
野
県
議
会
議
長

へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

承
認
さ
れ
た
案
件

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
2
回

（３）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（２）令和５年（2023年）７月27日

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

報
　
　
　告

天
龍
村
議
会
役
職
名
簿

予
　
　
　算

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
2
回

予
　
　
　算

一
　般
　質
　問

請 

願
・
陳 

情 

等

報
　
　
　告

令和４年度　補　正　予　算

同
意
し
た
案
件

補正前の額
31億3,194万円
1億5,659万円
1億833万円
6,953万円
3億418万円
2,986万円
5,771万円

計
32億4,899万円
1億3,527万円
9,697万円
5,812万円

2億9,373万円
2,917万円
4,829万円

補正額
1億1,705万円
△2,132万円
△1,136万円
△1,141万円
△1,045万円
△69万円
△942万円

会    計    名
一　　　　　　　般（第8号）専決
国　　　民　　　健　　　康　　　保　　　険（第2号）専決
村　　　　　営　　　　　水　　　　　道（第５号）専決
村　　営　　下　　水　　道　　事　　業（第4号）専決
介　　　　　護　　　　　保　　　　　険（第3号）専決
後期高齢者医療保険（第１号）専決
国民健康保険診療所（第5号）専決

令和５年度　補　正　予　算
補正前の額
26億5,600万円

7,780万円
5,706万円

計
27億997万円
7,941万円
5,882万円

補正額
5,397万円
161万円
176万円

盛
正
賢

氏
（
長
野

区
）
が
保

護
司
と
し

て
約
21
年

間
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人

達
の
更
生
を
手
伝
う
更
生
保
護

活
動
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
度
の
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

福
士
和
成
氏
（
西
原
区
）
に

長
野
県
知
事
か
ら
、
知
事
表
彰

が
授
与
さ
れ
６
月
15
日
㈭
に
長

野
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。福

士
氏
は
、
昭
和
63
年
に
家

業
で
あ
る
㈲
福
士
組
に
入
社
し

現
在
ま
で
地
域
の
基
盤
整
備
、

災
害
復
旧
事
業
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

後藤知久議長

会    計    名
一　　　　　　　般（第１号）
村　　　　　営　　　　　水　　　　　道（第１号）
国民健康保険診療所（第１号）

村長に受章の報告を
する福士和成氏



福
士
和
成
氏

　県
知
事
表
彰
を
受
章

盛
正
賢
氏
が

　藍
綬
褒
章
を
受
章

板
倉
恒
夫
氏
が

長
野
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
所
長
感
謝
状
を
受
賞

ま
た
、
平
成
10
年
に
天
龍
村

商
工
会
理
事
に
就
任
さ
れ
、
平

成
30
年
か
ら
現
在
ま
で
、
天
龍

村
商
工
会
の
会
長
に
就
任
さ
れ
、

長
き
に
渡
り
、
商
工
業
の
振
興

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

総
務
省
の

行
政
相
談

委
員
と
し

て
国
民
の

行
政
に
対

す
る
苦
情
の
解
決
に
特
に
尽
力

さ
れ
た
と
し
て
、
こ
の
度
、
令

和
５
年
度
の
長
野
行
政
監
視
行

政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
感
謝
状

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

板
倉
恒
夫
氏
（
岡
本
区
）
は
、

平
成
31
年
４
月
か
ら
行
政
相
談

委
員
と
し
て
、
ご
活
躍
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
任
期
は
令
和
７

年
３
月
で
す
。

行
政
相
談
は
、
基
本
的
に
偶

数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
村
内
放

送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、
困
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６

日
㈫
に
開
会
し
、
13
日
㈫
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
森
林
環
境
税
導
入

に
伴
う
改
正
、
給
与
所
得
者
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
記
載
事

項
の
簡
素
化
に
伴
う
改
正
な
ど

を
承
認
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
９
年
度
か
ら

の
国
保
税
率
の
県
統
一
化
に
向

け
て
税
率
の
改
正
を
し
た
も
の

で
す
。
詳
し
く
は
、
７
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
天
龍
村
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
新
た
に
向
方
地
区

に
建
築
さ
れ
た
定
住
促
進
単
身

者
用
住
宅
の
名
称
並
び
に
家
賃

を
定
め
た
も
の
で
す
。

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

○
大
平
正
長
議
員

①
防
犯
灯
の
電
気
料
に
係
る
補

助
金
額
の
改
定
に
つ
い
て

②
ゴ
ミ
の
訪
問
回
収
の
実
施
に

つ
い
て

③
国
道
４
１
８
号
天
竜
川
橋
架

け
替
え
工
事
の
進
捗
状
況
な

ど
に
係
る
村
民
へ
の
説
明
に

つ
い
て

④
村
道
長
野
原
線
の
道
路
改
良

計
画
に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

①
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の

開
設
な
ど
に
つ
い
て

②
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制

度
に
つ
い
て

③
通
勤
助
成
金
な
ど
に
つ
い
て

④
道
路
の
景
観
伐
採
な
ど
に
つ

い
て

す
。

○
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）（
専

決
第
１
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
専
決
第
２
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）（
専
決
第
３
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）（
専
決
第
４
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）（
専
決
第
５
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
専
決

第
６
号
）

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
専
決

第
７
号
）

（
令
和
５
年
５
月
１
日
〜
令
和

７
年
４
月
30
日
）

議
　
長
　
後
藤
　
知
久

副
議
長
　
大
平
　
正
長

　
第
２
回
臨
時
会
が
、
５
月
１

日
㈪
に
開
催
さ
れ
、
議
長
、
副

議
長
の
改
選
や
各
常
任
員
会
な

ど
の
選
任
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇「
令
和
５
年
度 

天
龍
村
小
中

併
設
校
整
備
工
事
（
二
期
工

事
）
天
龍
村
平
岡 

天
龍
小

学
校
敷
地
内
」
の
請
負
契
約

に
つ
い
て

　
契
約
額

　
　
６
億
８
３
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
神
稲
建
設
株
式
会
社

　
内
容
は
、
契
約
額
が
５
千
万

円
以
上
の
工
事
で
あ
り
、
村
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
承
認

を
得
た
も
の
で
す
。

〇
令
和
４
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
５
年
度
へ
繰

り
越
す
事
業
や
予
算
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
議
会
に
報
告
し
た
も
の
で

《
総
務
社
会
常
任
委
員
会
》

委
　

員
　

長
　
熊
谷
　
美
沙
子

副
委
員
長
　
板
倉
　
幸
正

委
　
　
員
　
秦
　
治
三
夫

　
　
　
　
　
後
藤
　
知
久

《
建
設
産
業
常
任
委
員
会
》

委
　

員
　

長
　
村
松
　
克
一

副
委
員
長
　
兼
宗
　
真

委
　
　
員
　
村
松
　
小
司
郎

　
　
　
　
　
大
平
　
正
長

住
宅
の
名
称
…
向
方
住
宅
１
号

月
額
家
賃
…
２
万
円

○
天
龍
村
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
う
い
て

　
内
容
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

水
道
事
業
が
公
営
企
業
会
計
に

移
行
さ
れ
る
こ
と
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
今
年
度
10
月
請
求
分

と
、
令
和
６
年
４
月
請
求
分
か

ら
段
階
的
に
水
道
使
用
料
を
値

上
げ
す
る
改
正
を
し
た
も
の
で

す
。

○
天
龍
村
下
水
道
事
業
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
水

道
使
用
料
と
同

じ
く
、
下
水
道

使
用
料
に
つ
い

て
も
、
今
年
度

10
月
請
求
分
と
、

令
和
６
年
４
月

請
求
分
か
ら
段

階
的
に
値
上
げ

す
る
改
正
を
し

た
も
の
で
す
。

　
上
下
水
道
使

用
料
の
改
定
に

つ
い
て
は
、８
・

９
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
天
龍
村
学
校

職
員
の
給
与

に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
天
龍
村
学
校
職
員

の
村
費
講
師
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
長
野
県
教
育
職
給
与
と
同

等
に
し
て
お
り
、
天
龍
小
学
校

が
「
へ
き
地
に
準
じ
る
学
校
」

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

村
費
講
師
に
へ
き
地
手
当
を
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
改
正

し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
農
業
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
農
業
委
員
と
し
て
、
応
募
が

あ
り
ま
し
た
次
の
11
名
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　
　〈
敬
称
略
〉

宮
澤 

盛
孝
（
中
井
侍
）

遠
山 

福
景
（
大
河
内
）

村
松 

民
雄
（
梨
畑
）

遠
山 

直
代
（
西
原
）

宮
澤 

　
悟
（
西
原
）

大
平 

宮
正
（
松
島
）

佐
々 

木
裕
子
（
戸
口
）

大
杉 

廷
臣
（
坂
部
）

宮
澤 

敏
仁
（
東
原
）

村
松 

美
雪
（
向
方
）

熊
谷 

長
治
（
十
久
保
）

任
期
…
令
和
５
年
７
月
20
日
か

ら
令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で

○
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て
○
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

○「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推

進
と
教
育
予
算
の
増
額
」・

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
・
拡
充
」
を
求
め

る
請
願

　
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、
内

閣
総
理
大
臣
を
始
め
関
係
大
臣

ら
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し

た
。

○「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑

み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率

を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻

す
こ
と
」
を
長
野
県
知
事
に

求
め
る
請
願

　
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、
長

野
県
知
事
、
長
野
県
議
会
議
長

へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

○
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

承
認
さ
れ
た
案
件

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
2
回

（３）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（２）令和５年（2023年）７月27日

可
決
さ
れ
た
案
件

可
決
さ
れ
た
案
件

報
　
　
　告

天
龍
村
議
会
役
職
名
簿

予
　
　
　算

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
2
回

予
　
　
　算

一
　般
　質
　問

請 

願
・
陳 

情 

等

報
　
　
　告

令和４年度　補　正　予　算

同
意
し
た
案
件

補正前の額
31億3,194万円
1億5,659万円
1億833万円
6,953万円
3億418万円
2,986万円
5,771万円

計
32億4,899万円
1億3,527万円
9,697万円
5,812万円

2億9,373万円
2,917万円
4,829万円

補正額
1億1,705万円
△2,132万円
△1,136万円
△1,141万円
△1,045万円
△69万円
△942万円

会    計    名
一　　　　　　　般（第8号）専決
国　　　民　　　健　　　康　　　保　　　険（第2号）専決
村　　　　　営　　　　　水　　　　　道（第５号）専決
村　　営　　下　　水　　道　　事　　業（第4号）専決
介　　　　　護　　　　　保　　　　　険（第3号）専決
後期高齢者医療保険（第１号）専決
国民健康保険診療所（第5号）専決

令和５年度　補　正　予　算
補正前の額
26億5,600万円

7,780万円
5,706万円

計
27億997万円
7,941万円
5,882万円

補正額
5,397万円
161万円
176万円

盛
正
賢

氏
（
長
野

区
）
が
保

護
司
と
し

て
約
21
年

間
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人

達
の
更
生
を
手
伝
う
更
生
保
護

活
動
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
度
の
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

福
士
和
成
氏
（
西
原
区
）
に

長
野
県
知
事
か
ら
、
知
事
表
彰

が
授
与
さ
れ
６
月
15
日
㈭
に
長

野
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。福

士
氏
は
、
昭
和
63
年
に
家

業
で
あ
る
㈲
福
士
組
に
入
社
し

現
在
ま
で
地
域
の
基
盤
整
備
、

災
害
復
旧
事
業
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

後藤知久議長

会    計    名
一　　　　　　　般（第１号）
村　　　　　営　　　　　水　　　　　道（第１号）
国民健康保険診療所（第１号）

村長に受章の報告を
する福士和成氏



（15）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（４）令和５年（2023年）７月27日

令和4年度 「ふるさと寄附金」運用状況

利息分※

①福祉に関
する事業

②子育て支
援、学校
教育に関
する事業

③自然環境、
農林業の
振興に関
する事業

④観光に関
する事業

⑤文化･生涯
学 習 ･ ス
ポーツに関
する事業

⑥その他に
関する事
業

使途コース別の寄付金額

寄附金
総　額
（円）

基
　
　
　
金

前年度末基金総額

再　　掲 活 用 さ せ て い た だ い た 寄 附 金

令和４年度
寄　附　金

16,632,000 2,661,000 2,675,000 4,432,000 747,000 567,000 5,550,000

66,103,000 14,749 7,137,001 13,979,000 16,803,000 3,203,500 2,668,500 22,297,250

16,632,000 2,661,000 2,675,000 4,432,000 747,000 567,000 5,550,000

1,000 1,000

6,362,000 341,000 1,021,000 0 0 2,000,000 3,000,000

76,374,000 15,749 9,457,001 15,633,000 21,235,000 3,950,500 1,235,500 24,847,250

6,362,000

寄附金積立金

運用利息積立金

取り崩し金 額

差し引き残額

※一般財源による加算分も含みます。

令和５年５月31日現在

　令和４年度の寄附金総額は1,663万2千円、寄附者総数1,043名でした。使途運用状況は下記のとおりです。
寄附者の方々のご厚意にお応えできるよう基金に積み立て保管しています。基金から得た利息につきまし
ても積み立てをし、年度末基金総額は7,637万4千円となっています。
  本年度は、小学校・中学校への入学祝金事業、小中学校給食費の補助事業、小中学生
の学力向上補助事業、インフルエンザ予防接種補助事業の財源、美術品等取得基金、奨
学金基金（龍蛇山澤基金）に、みなさんからいただいたふるさと寄附金636万2千円を、
その財源として活用させていただきました。

（単位：円）

　
４
月
24
日
㈪
に
、
令
和
５
年

度
第
１
回
目
と
な
る
天
龍
村
総

合
教
育
会
議
を
、
な
ん
で
も
館

で
開
催
し
、
令
和
３
年
４
月
に

制
定
し
ま
し
た
「
天
龍
村
教
育

大
綱
」
の
一
部
見
直
し
に
関
す

る
事
項
を
中
心
に
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
見
直
し
を
行
っ
た
大
綱
の
主

な
内
容
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

「
龍
の
子
留
学
制
度
」（
親
子
留

学
・
孫
留
学
）
に
よ
る
留
学
生

の
募
集
の
実
施
及
び
令
和
５
年

３
月
に
天
龍
小
学
校
敷
地
内
に

完
成
し
た「
総
合
体
育
施
設
」を
、

学
校
教
育
・
社
会
教
育
・
災
害

避
難
施
設
の
複
合
施
設
と
し
て

運
用
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度

　
総
合
教
育
会
議

　
４
月
16
日
㈰
に
第
23
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
22
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
回
は
11
月
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
セ
ン

ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
は
11
月
末
ま
で
、
定
休
日
を

除
き
休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ー
代…

大
人
５
０
０
円

小
人
２
０
０
円
（
中
学
生
以

下
）

●
営
業
期
間…

４
月
１
日
㈯
か

ら
11
月
30
日
㈭

●
定
休
日…

毎
週
火
曜
日
　

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

…

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

　（
☎
32
-１
０
２
３
）

第
23
回
パ
タ
ー

　
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

参加者全員で記念撮影

その他、補助制度の詳細に関する説明、
ご相談などは建設課建設係 ☎（32）1022まで
お問い合わせください。

○天龍村内の空き家の
　所有者（配偶者・親族）である方。
○所定の金融機関から受ける融資。
　※貸金業による融資は対象外

○補給期間は資金の償還期間です。

村内の空き家に関する

 　　　　　　　を補給します

補助要件

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

・
じ
ご
く
に
ア
イ
ス

・
だ
い
じ
だ
い
じ
ど
ー
こ
だ
？

・
そ
ら
と
ぶ
ク
レ
ヨ
ン

・
あ
め
ふ
り

・
パ
ン
ツ
の
は
き
か
た

◇
一
般
向
け

・
ゲ
ー
ム
ネ
ッ
ト
の
世
界
か
ら

離
れ
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

・
街
と
そ
の
不
確
か
な
壁

・
く
も
を
さ
が
す

・
彼
女
の
家
計
簿

・
む
き
出
し

◇
地
域
資
料

・
遠
山
霜
月
祭
り
研
究

・
熊
谷
直
実
中
世
武
士
の
研
究

◇
映
像
資
料

・
パ
ウ
パ
ト
ロ
ー
ル
１

◇
お
し
ら
せ

・
授
乳
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

小
さ
な
お
子
様
を
お
連
れ
の

方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

・
令
和
４
年
度
の
来
館
者
数
は

１
３
９
４
人
、
貸
出
冊
数
は

１
７
２
５
冊
で
し
た
。

　
み
な
さ
ん
が
読
み
た
い
本
、

観
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
リ
ク
エ

ス
ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◇
天
龍
村
図
書
館

　
☎
32
‐
３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
月
末

日

　
図
書
館
に
新
し
い
本
が
入
り

ま
し
た
。

◇
え
ほ
ん

・
ぴ
よ
ぴ
よ
ぴ
っ
ぴ
っ
ぴ
ー

・
な
あ
ち
ゃ
ん
な
で
な
で

・
と
け
い
の
ほ
ん
１

・
パ
ン
ダ
の

　
た
こ
や
き
や
さ
ん

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
広
報
天
龍
第
２
１
３
号
（
４

月
号
）
で
公
表
後
、
６
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
ご
希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
市
川
弘
様
●
菊
原
典
孝
様

●
松
田
裕
樹
様
●
小
熊
亮
様

●
岡
野
潤
様
●
久
保
久
美
子
様

●
後
藤
洋
介
様
●
三
谷
豊
章
様

●
山
田
治
和
様
●
山
田
八
重
様

●
中
川
慎
一
様
●
渡
辺
弘
様

●
村
野
美
和
子
様
●
鶯
巣
宏
臣
様

　
今
回
は
93
名
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で

き
ま
す
。
決
済
方
法
は
金
融
機

関
か
ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓

口
で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

https://w
w
w
.furusato-tax.jp

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会議の様子



（５）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（14）令和５年（2023年）７月27日

　
７
月
２
日
㈰
に
飯
伊
消
防
技

術
大
会
が
飯
田
市
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
令
和

元
年
度
以
来
４
年
振
り
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

　
天
龍
村
消
防
団
は
第
１
分

団
、
第
２
分
団
の
合
同
チ
ー
ム

で
、
経
験
が
浅
い
団
員
の
消
防

技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、

各
分
団
の
操
法
未
経
験
者
を
中

心
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
週
に

２
回
天
龍
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
訓
練
な
ど
を
重
ね
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し

た
。

　
結
果
は
、
14
チ
ー
ム
中
、
13

位
で
し
た
が
、
当
初
の
目
的
で

あ
る
技
術
の
習
得
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
天
龍
中
学
校
の
み
な
さ

ん
、
団
員
の
訓
練
に
ご
理
解
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
団
員
の

ご
家
族
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度 

飯
伊
消
防
技
術
大
会
開
催

令和５年度 飯伊消防技術大会開催

長
野
地
方
法
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
令
和
６
年（
2
0
2
4
年
）４
月
１
日
か
ら

　「
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
」さ
れ
ま
す
。

不
動
産
登
記
推
進

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ト
ウ
キ
ツ
ネ
」

◎お問い合わせ先

長野地方法務局
不動産登記部門
☎026（235）6611㈹

長野地方法務局
木曽支局

☎0264（22）2186

長野地方法務局飯山支局
☎0269（62）2302

長野地方法務局大町支局
☎0261（22）0379

長野地方法務局上田支局
☎0268（23）2001

長野地方法務局諏訪支局
☎0266（52）1043

長野地方法務局佐久支局
☎0267（67）2272

長野地方法務局飯田支局
☎0265（22）0014

長野地方法務局松本支局
☎0263（32）2567

長野地方法務局伊那支局
☎0265（78）3462

緑の募金
どんぐりくん

　みなさんのご協力により天龍村全体で
81,993円が集まりました。
　この募金は地域の緑化やみどりの少年
団活動への補助、森林づくりに還元され
ます。（募金は６月12日付けで、飯伊地
区緑の募金委員会に送金しました。）

緑の募金にご協力
ありがとうございました

　
７
月
１
日
付
け
で
次
の
職
員

が
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

◇
藤
澤 

久
美

（
建
設
課
　
環
境
水
道
係
）

◇
小
林 

勇
太

（
地
域
振
興
課
　
農
務
国
調
係
）

役
場
職
員
人
事
異
動

役
場
職
員
人
事
異
動

　
４
月
13
日
㈭
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け
を

行
い
ま
し
た
。

　
巣
箱
は
２
月
24
日
㈮
に
子
ど

も
た
ち
自
身
が
作
製
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
２
班
に
分
か
れ
て
村

内
の
橋
な
ど
各
所
に
巣
箱
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
の
天
然
記
念
物
で
、
村
鳥

で
も
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
５

月
４
日
㈭
に
天
龍
村
役
場
の
屋

上
へ
飛
来
し
ま
し
た
。

　
役
場
屋
上
に
は
、
毎
年
巣
箱

を
設
置
し
て
観
察
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
７
月
、
向
方
地
区

に
単
身
者
向
け
村
営
住
宅
１
戸

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
外
観
は
屋
根
が
黒
、
壁
が
木

目
調
で
周
辺
の
環
境
と
調
和
し

た
落
ち
着
き
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

・
使
用
料
／
月
額
２
万
円

・
間
取
り
／
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
床
面
積
／
51
・
３
㎡

・
そ
の
他
／
Ｉ
Ｈ
オ
ー
ル
電
化
、

エ
ア
コ
ン
有
、
水
洗
化
（
浄

化
槽
）、
駐
車
場
１
台

①
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
相
続
な

ど
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続

人
は
、
自
己
の
た
め
に
相
続
の
開
始

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
か
つ
、
当

該
不
動
産
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ

た
日
か
ら
３
年
以
内
に
、
相
続
登
記

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
と
な
り

ま
す
。

②
遺
産
分
割
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し

た
相
続
人
に
つ
い
て
も
、
遺
産
分
割

の
日
か
ら
３
年
以
内
に
、
相
続
登
記

を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
こ
れ
ら

の
申
請
を
怠
っ
た
と
き
は
、
10
万
円
以

下
の
過
料
の
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
前

に
開
始
し
た
相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を

取
得
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
続
登

記
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
相
続
登

記
の
申
請
義
務
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
３
年
間
の
猶
予
期
間
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
猶
予
期
間
中
に
相
続
登

記
を
行
え
ば
、
過
料
の
適
用
対
象
と
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
相
続
登
記
の
申
請
義
務
を

履
行
す
る
た
め
の
簡
易
な
方
法
と
し
て
、

相
続
人
申
告
登
記
と
い
う
制
度
も
併
せ

て
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
相
続
人
申
告
登
記
の
申
出
を
し

た
方
は
、
上
記
①
の
申
請
義
務
を
履
行

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。も
っ
と
も
、

上
記
②
の
申
請
義
務
（
遺
産
分
割
後
の

申
請
義
務
）
に
つ
い
て
は
、
相
続
人
申

告
登
記
の
申
出
に
よ
っ
て
も
履
行
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※

過
料
の
取
扱
い
や
正
当
な

理
由
に
つ
い
て
は
、
本
年

３
月
22
日
に
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
し
て
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

★
相
続
登
記
の
申
請
手
続
に

関
す
る
ご
案
内
（
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
）
は
こ
ち
ら

身
の
回
り
の
不
動
産
を
確
認
し
、速
や

か
に
相
続
登
記
を
行
え
る
よ
う
、備
え

ま
し
ょ
う
！

司法書士事務所における「相続登記特別無料相談」
～相続の心配ごとを解決しませんか？～

　令和５年（2023年）４月27日から相続土地国庫帰属制度が開始し、令和６年（2024年）４月１
日からは、不動産を取得した相続人に対し、その取得を知った日から３年以内に相続登記の申請
をすることが義務化されます。
　村民のみなさんに大きな影響が予想される改正に際し、少しでも不安や疑問を解消していただ
きたいことから、司法書士会では相続登記に関する相談を無料で実施します。
相続登記に関してご不明な点などがありましたら、以下の期間で、県内各司法書士事務所による
無料相談が受けられますので、お気軽にご相談ください。

　期　間　令和５年８月３日㈭～８月９日㈬
　時　間　午前９時から午後４時迄（土日を除く）
　場　所　県内各司法書士事務所（ご希望の司法書士事務所へ直接ご予約ください。連絡先など、

ご不明な場合は、下記のお問い合わせ先にご連絡ください。）
　相談料　無料
　相談例　・相続登記はしないといけないの？
　　　　　・相続登記義務化になったらどうなるの？
　　　　　　・相続した土地を国が引き取ってくれる制度について知りたい。
※お問い合わせ先　長野県司法書士会事務局　☎026－232－7492

５
月
16
日
㈫
に
巣
箱
へ
入
り
、

５
月
31
日
㈪
か
ら
６
月
６
日
㈫

に
か
け
て
４
個
の
卵
を
産
み
ま

し
た
。
翌
日
の
６
月
７
日
㈬
か

ら
親
鳥
が
抱
卵
を
始
め
６
月
25

日
㈰
に
１
羽
目
が
孵
化
し
て
以

降
、
全
て
の
卵
が
無
事
に
孵
化

し
、
７
月
21
日
㈮
に
は
全
て
の

雛
が
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
ま
た

来
年
も
、
美
し
い
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
の
姿
が
見
ら
れ
る
と
い
い
で

す
ね
。

　
今
年
度
も
、
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
を
中
心
に
村
内
各
所
に

巣
箱
を
掛
け
、
保
護
活
動
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
絶
滅
危
惧

種
で
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
、

天
龍
村
で
巣
立
っ
て
い
く
の
を

み
な
さ
ん
で
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

向
方
地
区
に
単
身
者
用

村
営
住
宅
完
成

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

　
　
　
　巣
箱
か
け

高所作業車にドキドキ!

今
年
も
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

が
飛
来
し
ま
し
た

向方地区に住宅建設!素敵な内装!



○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和3年度
決　算

令和4年度
決　算 差引増減

〈　収　　入　〉
一 般 受 託 収 入 60 592 532
生 産 品 販 売 収 入 432 394 △ 38
農 作 業 受 託 収 入 47 58 11
商 品 売 上 15 26 11

計 554 1,070 516
〈　費　　用　〉
人 件 費 1,397 1,439 42
（　率　） 62.3 54.2

経 費 846 1,214 368
（　率　） 37.7 45.8
計 2,243 2,653 410

営 業 利 益 △ 1,689 △ 1,583 106
営 業 外 収 入 39 46 7
村 補 助 金 1,655 1,550 △ 105

計 1,694 1,596 △ 98
支払利息、雑損失等 0 0 0
経 常 利 益 5 13 8
特 別 利 益 0 0 0
特 別 損 失 0 0 0
法 人 税 等 9 10 1
当 期 利 益 △ 4 3 7
累 計 利 益 164 167 3
○役職員数の状況

Ｒ3年度 Ｒ4年度 増減
取 締 役 2 3 1
社 員 5 8 3
（臨時労務員参考） （31） （7） △ 24

計 7 11 4

○事業報告
１. 利用契約農地（耕地面積） （単位：ａ）

区　分 令和3年度 令和4年度 増　減
田 239 405 166
畑 402 308 △ 94
計 641 713 72

２. 遊休利用農業経営面積 （単位：ａ）
区　分 令和3年度 令和4年度 増　減

あ け び 36 36 0
栗 0 0 0

か り ん 0 0 0
茶 56 26 △ 30

小 梅 1 1 0
中 梅 1 1 0
ゆ ず 128 128 0
パ プ リ カ 5 5 0
て い ざ な す 24 24 0
雑 穀 0 0 0
育 苗 0 0 0
水 稲 147 313 166
そ の 他 野 菜 132 132 0

計 530 666 136

（13）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（６）令和５年（2023年）７月27日

５
月
25
日
㈭
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
田

植
え
を
し
ま
し
た
。
　

当
日
は
農
業
委
員
の
み
な
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
無

事
に
田
植
え
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
は
農
業
委
員
の
み
な
さ

ん
に
水
田
管
理
な
ど
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
美
味
し
い
お
米

を
育
て
ま
す
。

今
回
植
え
た
「
風
さ
や
か
」

と
「
も
り
も
り
も
ち
」
は
、
12

月
の
お
や
す
・
し
め
な
わ
・
も

ち
つ
き
大
会
で
美
味
し
く
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　道路交通法改正により、令和５年７月１日以降、一定の要件を満たす電動キックボードなどに
ついて「特定小型原動機付自転車」として新たに区分されることとなりました。
　該当する車両をお持ちの方で標識（ナンバープレート）未取得の方や、今後、車両を取得され
た方は、標識の交付申請が必要です。
〇特定小型原動機付自転車とは
　電気式モーターを原動機としており、以下の要件をすべて満たすものが対象となります。
※形状などが近しい場合でも、要件をすべて満たしていないものは、一般の原動機付自転車に該当します。

　運転をしてもよい方は、16才以上の方で、自賠責保険（共済）への加入も義務付けられています。

〇標識（ナンバープレート）の交付申請
令和５年６月30日㈮より受付を開始しています。
申請が必要な方は天龍村役場（住民税務課）又は、南支所でお願いします。
〇申請に必要なもの
①軽自動車税（種別割）申告（報告）書兼標識交付申請書
②特定小型原動機付自転車に該当することが分かる資料（最高速度・定格出力・長さ・幅）
※販売証明書などに記載がある場合は原則として省略可能

③販売証明書または譲渡証明書
④本人確認書類
〇年税額　２,000円（４月１日現在の所有に基づいて課税されます。）
〇お問い合わせ先　天龍村役場住民税務課　税務係　☎0260-32-1024（直通）

特定小型原動機付自転車（電動キックボードなど）をお持ちの方で、
標識（ナンバープレート）未取得の方などは標識交付申請をお願いします

原動機付自転車
特定小型原動機付自転車 一般原動機付自転車

最高速度 20km/h 以下
特定小型原動機付自転車

以外のもの

定格出力 0.6kW以下
長さ 1.9m以下
幅 0.6m以下

天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
が

田
植
え
を
し
ま
し
た
!!

４
月
23
日
㈰
に
、
村
内
外
の

郷
土
料
理
に
興
味
が
あ
る
方
を

対
象
に
、
天
龍
村
で
食
べ
ら
れ

て
い
る
郷
土
料
理
や
家
庭
料
理

を
村
の
お
母
さ
ん
方
に
教
え
て

い
た
だ
く
食
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

て
ん
ぷ
ら
や
大
汁
な
ど
南
信
州

な
ら
で
は
の
料
理
と
、
巻
き
寿

司
、
平
岡
地
区
で
お
茶
請
け
と

し
て
食
べ
ら
れ
て
き
た
と
じ
豆

を
作
り
ま
し
た
。
参
加
者
と
お

母
さ
ん
た
ち
と
楽
し
く
交
流
し

な
が
ら
、
お
い
し
く
作
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

次
回
は
９
月
３
日
㈰
に
坂
部

で
、
て
い
ざ
な
す
料
理
と
梅
肉

煮
を
作
る
予
定
で
す
。
参
加
希

望
の
方
は
役
場
地
域
振
興
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

天
龍
村
の
郷
土
料
理
を
学
び

味
わ
う
料
理
教
室
を
開
催

*社員数は社長を除く。また臨時労務員は参考。

　令和４年度は、一般受託を増加することができました。
また、生産品販売では、前年程度を維持することができま
した。しかし、村の運営補助金無くしては、依然と運営が
苦しい状況であります。
　令和５年度は、生産品販売の増加を目指すと同時に、一
般受託の更なる増加のため、計画的・効率化の作業を行う
ことにより経費の抑制をし、天龍村の特産品の振興及び遊
休荒廃農地の防止を図り、村民のみなさんから信頼される、
必要とされる天龍農林業公社を目指し取り組んでまいります。
　本年度は、各種イベントも計画しておりますので、是非
お越しください。

㈲天龍農林業公社 令和４年度の経営状況を公表します

田植えの様子

全員で記念写真

みんなで巻き巻き

◎令和５年度 自衛官等募集案内
募集項目 受験資格 受付期間 採用試験日

一般曹候補生 18歳以上33歳未満 ９月５日㈫まで １次：９月15日㈮～
24日㈰のうち１日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満 年間通じて実施 受付時に通知

航空学生

海：高卒（見込含）23歳未満
空：高卒（見込含）21歳未満
（いずれも高卒者又は高専３年次修
了者（見込含））

９月７日㈭まで １次：９月18日㈪

防衛大学校学生 一般
18 歳以上 21 歳未満
（高卒者（見込含）又は高専３年次
修了者（見込含））

10月18日㈬まで １次：10月28日㈯

防衛医科大学校
医学科 18歳以上21歳未満

（いずれも高卒者（見込含）又は高
専３年次修了者（見込含））

10月11日㈬まで １次：10月21日㈯

看護学科 10月４日㈬まで １次：10月14日㈯

▼お問い合わせ先▼
自衛隊長野地方協力本部飯田出張所
（飯田市大久保町2637－３ 飯田地方合同庁舎）
☎0265-22-2613　E-mail nagano.pco-ida@rct.gsdf.mod.go.jp



（７）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（12）令和５年（2023年）７月27日

上
伊
那
医
師
会

附
属
准
看
護
学
院

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
以
下
の
受
給
者

証
な
ど
の
有
効
期
限
は
令
和
５
年
７
月

31
日
に
な
り
ま
す
。

◎「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高

齢
受
給
者
証
」

◎「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

◎「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
者
方
に
新
し
い
保

険
証
な
ど
が
、
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。
８
月
１
日
以

降
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
に
は
、

新
し
い
保
険
証
な
ど
を
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

◎「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
こ
ち
ら
は
、
入
院
時
な
ど
に
食
事
代

な
ど
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
申
請
及
び
更
新
が
必
要

な
場
合
は
役
場
及
び
南
支
所
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　
こ
ち
ら
は
、
70
歳
以
下
の
方
の
入
院

時
の
医
療
費
を
所
得
に
応
じ
た
限
度
額

ま
で
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
認
定
証

で
、
70
歳
以
下
の
方
で
国
保
税
滞
納
者

以
外
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
申
請

及
び
更
新
が
必
要
な
場
合
は
役
場
及
び

南
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
健
康
福
祉
課
健
康
支

援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
更
新
、申
請
を
忘
れ
ず
に

国民健康保険税率が変わります
　村では、令和２年度以降、国民健康保険税の税率の改定を行っていませんでした。しかし、加入者の減
少や景気の低迷による税収の減少や医療費の増大、令和９年度県統一化の国保制度改正による影響も考え、
今年度、保険税率の見直しを行いました。国保加入者のみなさんの健康を守るため、ご理解とご協力をお
願いします。

☆会場：龍泉閣前
　　　（村営駐車場）
☆夜店、天龍小学校児童による天龍熊伏太鼓演奏
　ジャズ演奏、盆踊り、花火大会など
◎今年度は５年ぶりに「ふるさと夏まつり」を開催
します。是非ご参加ください!!

８月15日㈫
午後５時30分～

天龍村

医療費給付費分

➡
医療費給付費分

所得割額 4.00% 所得割額 5.72%
均等割額 15,000円 均等割額 21,200円
平等割額 22,000円 平等割額 22,000円

後期高齢者支援金分

➡
後期高齢者支援金分

所得割額 1.90% 所得割額 2.65%
均等割額 8,000円 均等割額 10,000円
平等割額 10,000円 平等割額 10,000円

介護納付金分

➡
介護納付金分

所得割額 2.10% 所得割額 2.10%
均等割額 11,000円 均等割額 11,000円
平等割額 6,000円 平等割額 6,000円

◎令和４年度（３月－２月診療分）国保１人あたり医療費【速報値】

順　位 市町村名 医療費額
1 天龍村 508,204円
2 青木村 482,736円
3 筑北村 480,000円
77 川上村 234,332円

県平均 397,760円

▼
所
在
地

〒
３
９
６
|

０
０
１
４

伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

▼
募
集
人
員
　
40
名

▼
修
学
年
限
　
２
年

▼
願
書
受
付

令
和
５
年
10
月
２
日
㈪
〜
10

月
31
日
㈫

▼
受
験
料
　
１
万
円

▼
入
学
試
験
日

令
和
５
年
11
月
11
日
㈯

▼
試
験
科
目
　

国
語
・
数
学
・
面
接（
該
当
者
）

▼
資
料
請
求
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
94

円
切
手
を
同
封
し
て
郵
便
に
て

請
求
い
た
だ
く
か
、
直
接
学
院

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
伊
那
医
師
会
附
属

　
　
　
　
准
看
護
学
院

☎
０
２
６
５
|

72
|

２
８
５
６

生
徒
募
集
に
つ
い
て

　令和４年度は、新型コロナウイルスの影響などもありましたが、売上を伸ばし昨年度と比べ555万円増の
5,074万円の売上収入となりました。売上原価や費用などを差し引いて、村からの補助金などを加えた最終的な
当期純利益は△223万円となっております。経費についても引き続き無駄を省き、更なる削減に努めてまいりま
すので、今後とも積極的に龍泉閣をご利用いただけるようお願いします。

㈲龍泉閣 令和４年度の経営状況を公表します

※村補助金について ～村民のみなさんへのお願い～
　令和４年度、村では龍泉閣に対して1,900万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和４年度は当期純利益が△223万円となっており、実際に
は（村からの1,900万円の補助金を除くと）損失が2,123万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。こうした
状況のなか、龍泉閣の経営を維持していくためには、1,000万円以上の補助が必要であり、加えて累積損失（令和４年
度末現在で2,398万円）の早期解消のためには、更なる補助や経営改善が必要と考えます。
　村にとって、多額の補助金を出すことは大変なことですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみなら
ず、就労や農産加工品販売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設であり、村としてはやむを得ない支出と考えて
います。
　村民のみなさんにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、
今後も龍泉閣を積極的にご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和３年度
決　算

令和４年度
決　算 差引増減

〈　収　入　〉
宿泊温泉売上 2,032 2,312 280
飲食宴会売上 1,604 1,911 307
売店売上 685 649 △ 36
その他 198 202 4

計 4,519 5,074 555
売上原価 1,568 1,724 156
売上総利益 2,950 3,350 400
〈　費　用　〉

人件費 3,437 3,692 255
その他経費 1,943 2,176 233
計 5,380 5,868 488

営業利益 △ 2,430 △ 2,517 △ 87
営業外収入 474 414 △ 60
※村補助金 1,600 1,900 300
計 2,074 2,314 240

営業外費用 0 0 0
経常利益 △ 356 0 356
法人税、事業税 18 19 1
当期純利益 △ 375 △ 223 152
累計利益 △ 2,175 △ 2,398 △ 223

○施設利用状況 （単位：人）

区　分 令和３年度 令和４年度 増減

宿泊者 2,327 2,559 232
宴会利用者 241 332 91
レストラン利用者 8,824 11,375 2,551
ラウンジ利用者（組） 732 1,004 272

計 12,124 15,270 3,146

○入浴利用者 （単位：人）

区　分 令和３年度 令和４年度 増減

一般利用者 7,301 11,190 3,889
村民保養券 3,453 3,540 87

計 10,754 14,730 3,976

○施設利用者 （単位：人）

令和３年度 令和４年度 増減

合　計 22,878 30,000 7,122

○役職員数の状況 （単位：人）

区　分 令和３年度 令和４年度 増減

取締役 7 6 △ 1
社員 17 17 0

計 24 23 △ 1

※雨天順延、８月16日㈬開催



（11）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（８）令和５年（2023年）７月27日

　平素は、上下水道事業に格別のご理解・ご協力を賜りまして、誠にありがとうございます。
　現行の上下水道料金を、改定する改正案が、令和５年６月13日㈫に開催された定例村議会
で可決され、令和５年10月請求分と、令和６年４月請求分の２回に分けて上下水道料金を値
上げすることになりました。
村民のみなさんにはご負担をお掛けいたしますが、より安定した安全な飲料水の確保に取り
組んでまいりますので、今後ともご理解とご協力をいただきますようお願いします。

　料金は下表のとおり改定いたします。

上下水道料金が改定されます

水道料金（２か月分）

令和５年10月 請求分
　令和６年4月 請求分より

♢基本料金（税込）
現行 改定後（10月請求分～） 改定後（R6.4月請求分～）

使用口径 使用水量20㎥まで

➡

使用口径 使用水量20㎥まで

➡

使用口径 使用水量20㎥まで

13㎜ 4,000円 13㎜ 4,180円 13㎜ 4,400円

20㎜ 5,400円 20㎜ 5,500円 20㎜ 5,900円

25㎜ 6,400円 25㎜ 6,600円 25㎜ 7,040円

30㎜ 8,000円 30㎜ 8,140円 30㎜ 8,580円

40㎜ 10,000円 40㎜ 10,120円 40㎜ 10,560円

50㎜ 12,600円 50㎜ 12,760円 50㎜ 13,420円

75㎜ 18,600円 75㎜ 18,700円 75㎜ 19,580円

♢超過料金（税込）
現行　 改定後（10月請求分～）

使用水量　㎥ 超過料金１㎥につき

➡
使用水量　㎥ 超過料金１㎥につき

21㎥～40㎥ 163円 21㎥～40㎥ 165円

41㎥～60㎥ 173円 41㎥～60㎥ 176円

61㎥～ 183円 61㎥～ 187円

♢量水器使用料（税込）
現行 改定後（10月請求分～）

使用口径 使用料

➡

使用口径 使用料

13㎜ 200円 13㎜ 220円

20㎜ 380円 20㎜ 396円

25㎜ 400円 25㎜ 418円

30㎜ 540円 30㎜ 550円

40㎜ 700円 40㎜ 704円

50㎜ 2,800円 50㎜ 2,816円

75㎜ 4,000円 75㎜ 4,004円



♢基本料金（税込）
現行 改定後（10月請求分～） 改定後（R6.4月請求分～）

汚水量10㎥まで 3,200円 ➡ 汚水量10㎥まで 3,300円 ➡ 汚水量10㎥まで 3,520円

♢超過料金（税込）
現行　 改定後（10月請求分～）

使用水量　㎥ 超過料金１㎥につき

➡

使用水量　㎥ 超過料金１㎥につき

21㎥～40㎥ 163円 21㎥～40㎥ 165円

41㎥～60㎥ 173円 41㎥～60㎥ 176円

61㎥～ 183円 61㎥～ 187円

（９）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（10）令和５年（2023年）７月27日

浄
化
槽
法
定
点
検
の

 

一
部
を
助
成
し
ま
す

下水道料金（２か月分）　※下水道処理地区のみ

料金の算出例　一般家庭（13ｍｍ）で２か月の使用水量が40㎥とした場合

お問い合わせ　●建設課環境水道係　☎32-1022

浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平
岡
地
区

外
）
内
の
浄
化
槽
管
理
者
の
方

に
対
し
、
村
で
は
法
定
検
査
受

検
実
施
に
お
け
る
補
助
を
行
い

ま
す
。

補
助
金
額
は
、
浄
化
槽
１
基

あ
た
り
、
５
，
０
０
０
円
で
す
。

役
場
及
び
南
支
所
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
受
検
の

際
の
領
収
書
を
添
付
し
、
建
設

課
ま
で
申
請
く
だ
さ
い
。

●
浄
化
槽
法
定
検
査
料

　
５
，
０
０
０
円
〜

※
浄
化
槽
人
槽
に
よ
り
金
額
は

異
な
り
ま
す

●
浄
化
槽
法
定
検
査
料
補
助
金

額
　
５
，
０
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
環
境
水
道
係

☎
32
-1
0
2
2

浄
化
槽
の
法
定
検
査

 

を
受
検
し
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
保
守
点

検
や
清
掃
の
他
、
法
定
検
査
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関

が
毎
年
１
回
第
三
者
の
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
検
査
結
果

を
県
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検

査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

放
置
し
て
お
く
と
県
か
ら
指

導
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
守
点
検
業
者
や
清

掃
業
者
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
　
長
野
県
浄

化
槽
協
会
南
信
支
所

☎
０
２
６
５
-72
-５
７
４
０

河
川
愛
護
月
間（
７
月
）

天
竜
川
ク
リ
ー
ン

　
　
　
　
作
戦
実
施

　
７
月
３
日
㈪
、
平
岡
橋
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
に
11
名
の
参
加
者

が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
気
温
が
上
昇

し
、
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し

た
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
も

の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
な
ど
に
よ
り
、
天
竜
川

沿
い
の
清
掃
活
動
は
令
和
元
年

度
以
来
と
な
り
ま
し
た
が
、
近

年
問
題
と
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の
海
洋
流
出

防
止
に
向
け
、
来
年
度
以
降
も

環
境
美
化
活
動
を
継
続
し
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

軽トラ１台分のゴミが集まりました

【水道料金】 （10月請求分～） （R6.4月月請求分～）

項目 料金 備考

➡

項目 料金 備考

➡

項目 料金 備考

現
行

基本料金 4,000円 20㎥まで

改
定
後

基本料金 4,180円 20㎥まで

改
定
後

基本料金 4,400円 20㎥まで

メーター器使用料 200円 ２か月×100円 メーター器使用料 220円 ２か月×110円 メーター器使用料 220円 ２か月×110円

超過料金 3,260円 20㎥×163円 超過料金 3,300円 20㎥×165円 超過料金 3,300円 20㎥×165円

合　計 7,460円 合　計 7,700円 合　計 7,920円

【下水道料金】（下水道処理
地区のみ ） （10月請求分～） （R6.4月月請求分～）

項目 料金 備考

➡

項目 料金 備考

➡

項目 料金 備考

現
行

基本料金 3,200円 20㎥まで 改
定
後

基本料金 3,300円 20㎥まで 改
定
後

基本料金 3,520円 20㎥まで

超過料金 3,260円 20㎥×163円 超過料金 3,300円 20㎥×165円 超過料金 3,300円 20㎥×165円

合計 6,460円 合　計 6,600円 合計 6,820円

天龍村営上下水道審議会が、５月12日㈮に開催されま
した。この審議会は、地区から選出された委員で構成され、

上下水道事業の改善強化や重要事項などについて、審議・答申を行っております。
今回の審議会では、上下水道事業における経営状況の改善を目的とした、各種料金改定に
関して審議されました。
現在の上下水道の経営状況と課題を踏まえ、各委員から様々な意見があり、審議の結果、
経営状況の改善に向けて料金改定を実施することは
やむを得ない措置として承認されました。
審議会で整理された意見を集約し、５月29日㈪に
審議会の大平正長会長から永嶺村長へ答申が提出さ
れました。
今回、審議された料金改定については、６月議会
で承認され令和５年10月請求分（８・９月分使用料）、
令和６年４月請求分（２・３月分使用料）の２回に
分けて料金改定が実施されます。
村民のみなさんにはご負担をおかけしますが、安定
した事業運営のためご理解とご協力をお願いします。

上下水道審議会を開催

答申書の受渡をする
大平会長（左）と永嶺村長（右）

飲
水
行
動
を
と
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
自
動
車
内
に
子
ど
も

を
残
し
た
ま
ま
大
人
が
車
を
離

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

2 

高
齢
者

①
加
齢
に
伴
い
、
体
温
調
節
機

能
が
低
下
し
、
温
度
を
感
じ
る

機
能
と
汗
を
か
く
能
力
が
衰
え

ま
す
。
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も

早
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ

う
。
水
分
の
多
い
夏
野
菜
や
果

物
、
み
そ
汁
、
ゼ
リ
ー
な
ど
の

食
事
か
ら
も
水
分
補
給
が
で
き

ま
す
。

②
暑
さ
を
我
慢
し
が
ち
で
す
が
、

高
齢
者
は
若
者
に
比
べ
て
身
体

に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
、
体
温

上
昇
が
一
気
に
加
速
し
ま
す
。

冷
房
を
積
極
的
に
使
い
身
体
を

冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。

③
体
力
の
衰
え
は
、
暑
さ
に
対

す
る
抵
抗
力
も
弱
め
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
身
体
を
動

か
し
、
食
事
を
摂
る
こ
と
で
体

力
を
維
持
し
、
体
温
調
節
能
力

の
老
化
を
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

④
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
る

と
冷
房
の
温
度
調
整
や
水
分
補

給
が
適
切
に
で
き
ま
せ
ん
。
本

人
に
任
せ
ず
、
周
囲
が
注
意
し

て
様
子
を
よ
く
観
察
し
、
熱
中

症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

　
高
温
多
湿
の
日
本
の
夏
。
熱

中
症
が
多
く
発
生
す
る
時
季
が

き
ま
し
た
。
近
年
、
異
常
気
象

で
夏
の
気
温
が
高
い
こ
と
ま
た
、

人
間
の
体
温
調
節
能
力
が
弱
ま

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で

熱
中
症
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

《
熱
中
症
対
策
の
注
意
点
》

1 

子
ど
も

①
顔
色
が
赤
く
、
ひ
ど
く
汗
を

か
い
て
い
る
場
合
は
、
身
体
の

深
部
体
温
が
か
な
り
上
昇
し
て

い
ま
す
。
涼
し
い
場
所
で
水
分

補
給
さ
せ
十
分
休
ま
せ
ま
す
。

②
の
ど
が
渇
い
た
ら
適
度
に
水

が
飲
め
る
よ
う
に
大
人
が
教
え
、

子
ど
も
に
適
切
な
飲
水
行
動
を

学
習
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

③
日
頃
か
ら
適
度
に
外
遊
び
を

さ
せ
、
子
ど
も
が
暑
さ
に
慣
れ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
熱
を
逃
が
す
涼
し
い
服
装
を

選
び
、
環
境
に
応
じ
て
衣
服
の

着
脱
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者

や
周
囲
の
大
人
が
配
慮
し
ま
し

ょ
う
。

⑤
特
に
乳
幼
児
は
体
温
調
節
機

能
が
発
達
し
て
い
な
い
う
え
、

暑
い
と
訴
え
る
こ
と
も
、
自
ら

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う



♢基本料金（税込）
現行 改定後（10月請求分～） 改定後（R6.4月請求分～）

汚水量10㎥まで 3,200円 ➡ 汚水量10㎥まで 3,300円 ➡ 汚水量10㎥まで 3,520円

♢超過料金（税込）
現行　 改定後（10月請求分～）

使用水量　㎥ 超過料金１㎥につき

➡

使用水量　㎥ 超過料金１㎥につき

21㎥～40㎥ 163円 21㎥～40㎥ 165円

41㎥～60㎥ 173円 41㎥～60㎥ 176円

61㎥～ 183円 61㎥～ 187円

（９）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（10）令和５年（2023年）７月27日

浄
化
槽
法
定
点
検
の

 

一
部
を
助
成
し
ま
す

下水道料金（２か月分）　※下水道処理地区のみ

料金の算出例　一般家庭（13ｍｍ）で２か月の使用水量が40㎥とした場合

お問い合わせ　●建設課環境水道係　☎32-1022

浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平
岡
地
区

外
）
内
の
浄
化
槽
管
理
者
の
方

に
対
し
、
村
で
は
法
定
検
査
受

検
実
施
に
お
け
る
補
助
を
行
い

ま
す
。

補
助
金
額
は
、
浄
化
槽
１
基

あ
た
り
、
５
，
０
０
０
円
で
す
。

役
場
及
び
南
支
所
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
受
検
の

際
の
領
収
書
を
添
付
し
、
建
設

課
ま
で
申
請
く
だ
さ
い
。

●
浄
化
槽
法
定
検
査
料

　
５
，
０
０
０
円
〜

※
浄
化
槽
人
槽
に
よ
り
金
額
は

異
な
り
ま
す

●
浄
化
槽
法
定
検
査
料
補
助
金

額
　
５
，
０
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
環
境
水
道
係

☎
32
-1
0
2
2

浄
化
槽
の
法
定
検
査

 

を
受
検
し
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
保
守
点

検
や
清
掃
の
他
、
法
定
検
査
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関

が
毎
年
１
回
第
三
者
の
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
検
査
結
果

を
県
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検

査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

放
置
し
て
お
く
と
県
か
ら
指

導
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
守
点
検
業
者
や
清

掃
業
者
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
　
長
野
県
浄

化
槽
協
会
南
信
支
所

☎
０
２
６
５
-72
-５
７
４
０

河
川
愛
護
月
間（
７
月
）

天
竜
川
ク
リ
ー
ン

　
　
　
　
作
戦
実
施

　
７
月
３
日
㈪
、
平
岡
橋
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
に
11
名
の
参
加
者

が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
気
温
が
上
昇

し
、
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し

た
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
も

の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
な
ど
に
よ
り
、
天
竜
川

沿
い
の
清
掃
活
動
は
令
和
元
年

度
以
来
と
な
り
ま
し
た
が
、
近

年
問
題
と
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の
海
洋
流
出

防
止
に
向
け
、
来
年
度
以
降
も

環
境
美
化
活
動
を
継
続
し
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

軽トラ１台分のゴミが集まりました

【水道料金】 （10月請求分～） （R6.4月月請求分～）

項目 料金 備考

➡

項目 料金 備考

➡

項目 料金 備考

現
行

基本料金 4,000円 20㎥まで

改
定
後

基本料金 4,180円 20㎥まで

改
定
後

基本料金 4,400円 20㎥まで

メーター器使用料 200円 ２か月×100円 メーター器使用料 220円 ２か月×110円 メーター器使用料 220円 ２か月×110円

超過料金 3,260円 20㎥×163円 超過料金 3,300円 20㎥×165円 超過料金 3,300円 20㎥×165円

合　計 7,460円 合　計 7,700円 合　計 7,920円

【下水道料金】（下水道処理
地区のみ ） （10月請求分～） （R6.4月月請求分～）

項目 料金 備考

➡

項目 料金 備考

➡

項目 料金 備考

現
行

基本料金 3,200円 20㎥まで 改
定
後

基本料金 3,300円 20㎥まで 改
定
後

基本料金 3,520円 20㎥まで

超過料金 3,260円 20㎥×163円 超過料金 3,300円 20㎥×165円 超過料金 3,300円 20㎥×165円

合計 6,460円 合　計 6,600円 合計 6,820円

天龍村営上下水道審議会が、５月12日㈮に開催されま
した。この審議会は、地区から選出された委員で構成され、

上下水道事業の改善強化や重要事項などについて、審議・答申を行っております。
今回の審議会では、上下水道事業における経営状況の改善を目的とした、各種料金改定に
関して審議されました。
現在の上下水道の経営状況と課題を踏まえ、各委員から様々な意見があり、審議の結果、
経営状況の改善に向けて料金改定を実施することは
やむを得ない措置として承認されました。
審議会で整理された意見を集約し、５月29日㈪に
審議会の大平正長会長から永嶺村長へ答申が提出さ
れました。
今回、審議された料金改定については、６月議会
で承認され令和５年10月請求分（８・９月分使用料）、
令和６年４月請求分（２・３月分使用料）の２回に
分けて料金改定が実施されます。
村民のみなさんにはご負担をおかけしますが、安定
した事業運営のためご理解とご協力をお願いします。

上下水道審議会を開催

答申書の受渡をする
大平会長（左）と永嶺村長（右）

飲
水
行
動
を
と
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
自
動
車
内
に
子
ど
も

を
残
し
た
ま
ま
大
人
が
車
を
離

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

2 

高
齢
者

①
加
齢
に
伴
い
、
体
温
調
節
機

能
が
低
下
し
、
温
度
を
感
じ
る

機
能
と
汗
を
か
く
能
力
が
衰
え

ま
す
。
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も

早
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ

う
。
水
分
の
多
い
夏
野
菜
や
果

物
、
み
そ
汁
、
ゼ
リ
ー
な
ど
の

食
事
か
ら
も
水
分
補
給
が
で
き

ま
す
。

②
暑
さ
を
我
慢
し
が
ち
で
す
が
、

高
齢
者
は
若
者
に
比
べ
て
身
体

に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
、
体
温

上
昇
が
一
気
に
加
速
し
ま
す
。

冷
房
を
積
極
的
に
使
い
身
体
を

冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。

③
体
力
の
衰
え
は
、
暑
さ
に
対

す
る
抵
抗
力
も
弱
め
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
身
体
を
動

か
し
、
食
事
を
摂
る
こ
と
で
体

力
を
維
持
し
、
体
温
調
節
能
力

の
老
化
を
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

④
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
る

と
冷
房
の
温
度
調
整
や
水
分
補

給
が
適
切
に
で
き
ま
せ
ん
。
本

人
に
任
せ
ず
、
周
囲
が
注
意
し

て
様
子
を
よ
く
観
察
し
、
熱
中

症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

　
高
温
多
湿
の
日
本
の
夏
。
熱

中
症
が
多
く
発
生
す
る
時
季
が

き
ま
し
た
。
近
年
、
異
常
気
象

で
夏
の
気
温
が
高
い
こ
と
ま
た
、

人
間
の
体
温
調
節
能
力
が
弱
ま

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で

熱
中
症
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

《
熱
中
症
対
策
の
注
意
点
》

1 

子
ど
も

①
顔
色
が
赤
く
、
ひ
ど
く
汗
を

か
い
て
い
る
場
合
は
、
身
体
の

深
部
体
温
が
か
な
り
上
昇
し
て

い
ま
す
。
涼
し
い
場
所
で
水
分

補
給
さ
せ
十
分
休
ま
せ
ま
す
。

②
の
ど
が
渇
い
た
ら
適
度
に
水

が
飲
め
る
よ
う
に
大
人
が
教
え
、

子
ど
も
に
適
切
な
飲
水
行
動
を

学
習
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

③
日
頃
か
ら
適
度
に
外
遊
び
を

さ
せ
、
子
ど
も
が
暑
さ
に
慣
れ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
熱
を
逃
が
す
涼
し
い
服
装
を

選
び
、
環
境
に
応
じ
て
衣
服
の

着
脱
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者

や
周
囲
の
大
人
が
配
慮
し
ま
し

ょ
う
。

⑤
特
に
乳
幼
児
は
体
温
調
節
機

能
が
発
達
し
て
い
な
い
う
え
、

暑
い
と
訴
え
る
こ
と
も
、
自
ら

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う



（11）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（８）令和５年（2023年）７月27日

　平素は、上下水道事業に格別のご理解・ご協力を賜りまして、誠にありがとうございます。
　現行の上下水道料金を、改定する改正案が、令和５年６月13日㈫に開催された定例村議会
で可決され、令和５年10月請求分と、令和６年４月請求分の２回に分けて上下水道料金を値
上げすることになりました。
村民のみなさんにはご負担をお掛けいたしますが、より安定した安全な飲料水の確保に取り
組んでまいりますので、今後ともご理解とご協力をいただきますようお願いします。

　料金は下表のとおり改定いたします。

上下水道料金が改定されます

水道料金（２か月分）

令和５年10月 請求分
　令和６年4月 請求分より

♢基本料金（税込）
現行 改定後（10月請求分～） 改定後（R6.4月請求分～）

使用口径 使用水量20㎥まで

➡

使用口径 使用水量20㎥まで

➡

使用口径 使用水量20㎥まで

13㎜ 4,000円 13㎜ 4,180円 13㎜ 4,400円

20㎜ 5,400円 20㎜ 5,500円 20㎜ 5,900円

25㎜ 6,400円 25㎜ 6,600円 25㎜ 7,040円

30㎜ 8,000円 30㎜ 8,140円 30㎜ 8,580円

40㎜ 10,000円 40㎜ 10,120円 40㎜ 10,560円

50㎜ 12,600円 50㎜ 12,760円 50㎜ 13,420円

75㎜ 18,600円 75㎜ 18,700円 75㎜ 19,580円

♢超過料金（税込）
現行　 改定後（10月請求分～）

使用水量　㎥ 超過料金１㎥につき

➡
使用水量　㎥ 超過料金１㎥につき

21㎥～40㎥ 163円 21㎥～40㎥ 165円

41㎥～60㎥ 173円 41㎥～60㎥ 176円

61㎥～ 183円 61㎥～ 187円

♢量水器使用料（税込）
現行 改定後（10月請求分～）

使用口径 使用料

➡

使用口径 使用料

13㎜ 200円 13㎜ 220円

20㎜ 380円 20㎜ 396円

25㎜ 400円 25㎜ 418円

30㎜ 540円 30㎜ 550円

40㎜ 700円 40㎜ 704円

50㎜ 2,800円 50㎜ 2,816円

75㎜ 4,000円 75㎜ 4,004円



（７）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（12）令和５年（2023年）７月27日

上
伊
那
医
師
会

附
属
准
看
護
学
院

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
以
下
の
受
給
者

証
な
ど
の
有
効
期
限
は
令
和
５
年
７
月

31
日
に
な
り
ま
す
。

◎「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高

齢
受
給
者
証
」

◎「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

◎「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
者
方
に
新
し
い
保

険
証
な
ど
が
、
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。
８
月
１
日
以

降
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
に
は
、

新
し
い
保
険
証
な
ど
を
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

◎「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
こ
ち
ら
は
、
入
院
時
な
ど
に
食
事
代

な
ど
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
申
請
及
び
更
新
が
必
要

な
場
合
は
役
場
及
び
南
支
所
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　
こ
ち
ら
は
、
70
歳
以
下
の
方
の
入
院

時
の
医
療
費
を
所
得
に
応
じ
た
限
度
額

ま
で
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
認
定
証

で
、
70
歳
以
下
の
方
で
国
保
税
滞
納
者

以
外
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
申
請

及
び
更
新
が
必
要
な
場
合
は
役
場
及
び

南
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
健
康
福
祉
課
健
康
支

援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
更
新
、申
請
を
忘
れ
ず
に

国民健康保険税率が変わります
　村では、令和２年度以降、国民健康保険税の税率の改定を行っていませんでした。しかし、加入者の減
少や景気の低迷による税収の減少や医療費の増大、令和９年度県統一化の国保制度改正による影響も考え、
今年度、保険税率の見直しを行いました。国保加入者のみなさんの健康を守るため、ご理解とご協力をお
願いします。

☆会場：龍泉閣前
　　　（村営駐車場）
☆夜店、天龍小学校児童による天龍熊伏太鼓演奏
　ジャズ演奏、盆踊り、花火大会など
◎今年度は５年ぶりに「ふるさと夏まつり」を開催
します。是非ご参加ください!!

８月15日㈫
午後５時30分～

天龍村

医療費給付費分

➡
医療費給付費分

所得割額 4.00% 所得割額 5.72%
均等割額 15,000円 均等割額 21,200円
平等割額 22,000円 平等割額 22,000円

後期高齢者支援金分

➡
後期高齢者支援金分

所得割額 1.90% 所得割額 2.65%
均等割額 8,000円 均等割額 10,000円
平等割額 10,000円 平等割額 10,000円

介護納付金分

➡
介護納付金分

所得割額 2.10% 所得割額 2.10%
均等割額 11,000円 均等割額 11,000円
平等割額 6,000円 平等割額 6,000円

◎令和４年度（３月－２月診療分）国保１人あたり医療費【速報値】

順　位 市町村名 医療費額
1 天龍村 508,204円
2 青木村 482,736円
3 筑北村 480,000円
77 川上村 234,332円

県平均 397,760円

▼
所
在
地

〒
３
９
６
|

０
０
１
４

伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

▼
募
集
人
員
　
40
名

▼
修
学
年
限
　
２
年

▼
願
書
受
付

令
和
５
年
10
月
２
日
㈪
〜
10

月
31
日
㈫

▼
受
験
料
　
１
万
円

▼
入
学
試
験
日

令
和
５
年
11
月
11
日
㈯

▼
試
験
科
目
　

国
語
・
数
学
・
面
接（
該
当
者
）

▼
資
料
請
求
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
94

円
切
手
を
同
封
し
て
郵
便
に
て

請
求
い
た
だ
く
か
、
直
接
学
院

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
伊
那
医
師
会
附
属

　
　
　
　
准
看
護
学
院

☎
０
２
６
５
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２
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生
徒
募
集
に
つ
い
て

　令和４年度は、新型コロナウイルスの影響などもありましたが、売上を伸ばし昨年度と比べ555万円増の
5,074万円の売上収入となりました。売上原価や費用などを差し引いて、村からの補助金などを加えた最終的な
当期純利益は△223万円となっております。経費についても引き続き無駄を省き、更なる削減に努めてまいりま
すので、今後とも積極的に龍泉閣をご利用いただけるようお願いします。

㈲龍泉閣 令和４年度の経営状況を公表します

※村補助金について ～村民のみなさんへのお願い～
　令和４年度、村では龍泉閣に対して1,900万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和４年度は当期純利益が△223万円となっており、実際に
は（村からの1,900万円の補助金を除くと）損失が2,123万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。こうした
状況のなか、龍泉閣の経営を維持していくためには、1,000万円以上の補助が必要であり、加えて累積損失（令和４年
度末現在で2,398万円）の早期解消のためには、更なる補助や経営改善が必要と考えます。
　村にとって、多額の補助金を出すことは大変なことですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみなら
ず、就労や農産加工品販売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設であり、村としてはやむを得ない支出と考えて
います。
　村民のみなさんにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、
今後も龍泉閣を積極的にご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和３年度
決　算

令和４年度
決　算 差引増減

〈　収　入　〉
宿泊温泉売上 2,032 2,312 280
飲食宴会売上 1,604 1,911 307
売店売上 685 649 △ 36
その他 198 202 4

計 4,519 5,074 555
売上原価 1,568 1,724 156
売上総利益 2,950 3,350 400
〈　費　用　〉

人件費 3,437 3,692 255
その他経費 1,943 2,176 233
計 5,380 5,868 488

営業利益 △ 2,430 △ 2,517 △ 87
営業外収入 474 414 △ 60
※村補助金 1,600 1,900 300
計 2,074 2,314 240

営業外費用 0 0 0
経常利益 △ 356 0 356
法人税、事業税 18 19 1
当期純利益 △ 375 △ 223 152
累計利益 △ 2,175 △ 2,398 △ 223

○施設利用状況 （単位：人）

区　分 令和３年度 令和４年度 増減

宿泊者 2,327 2,559 232
宴会利用者 241 332 91
レストラン利用者 8,824 11,375 2,551
ラウンジ利用者（組） 732 1,004 272

計 12,124 15,270 3,146

○入浴利用者 （単位：人）

区　分 令和３年度 令和４年度 増減

一般利用者 7,301 11,190 3,889
村民保養券 3,453 3,540 87

計 10,754 14,730 3,976

○施設利用者 （単位：人）

令和３年度 令和４年度 増減

合　計 22,878 30,000 7,122

○役職員数の状況 （単位：人）

区　分 令和３年度 令和４年度 増減

取締役 7 6 △ 1
社員 17 17 0

計 24 23 △ 1

※雨天順延、８月16日㈬開催



○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和3年度
決　算

令和4年度
決　算 差引増減

〈　収　　入　〉
一 般 受 託 収 入 60 592 532
生 産 品 販 売 収 入 432 394 △ 38
農 作 業 受 託 収 入 47 58 11
商 品 売 上 15 26 11

計 554 1,070 516
〈　費　　用　〉
人 件 費 1,397 1,439 42
（　率　） 62.3 54.2

経 費 846 1,214 368
（　率　） 37.7 45.8
計 2,243 2,653 410

営 業 利 益 △ 1,689 △ 1,583 106
営 業 外 収 入 39 46 7
村 補 助 金 1,655 1,550 △ 105

計 1,694 1,596 △ 98
支払利息、雑損失等 0 0 0
経 常 利 益 5 13 8
特 別 利 益 0 0 0
特 別 損 失 0 0 0
法 人 税 等 9 10 1
当 期 利 益 △ 4 3 7
累 計 利 益 164 167 3
○役職員数の状況

Ｒ3年度 Ｒ4年度 増減
取 締 役 2 3 1
社 員 5 8 3
（臨時労務員参考） （31） （7） △ 24

計 7 11 4

○事業報告
１. 利用契約農地（耕地面積） （単位：ａ）

区　分 令和3年度 令和4年度 増　減
田 239 405 166
畑 402 308 △ 94
計 641 713 72

２. 遊休利用農業経営面積 （単位：ａ）
区　分 令和3年度 令和4年度 増　減

あ け び 36 36 0
栗 0 0 0

か り ん 0 0 0
茶 56 26 △ 30

小 梅 1 1 0
中 梅 1 1 0
ゆ ず 128 128 0
パ プ リ カ 5 5 0
て い ざ な す 24 24 0
雑 穀 0 0 0
育 苗 0 0 0
水 稲 147 313 166
そ の 他 野 菜 132 132 0

計 530 666 136

（13）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（６）令和５年（2023年）７月27日

５
月
25
日
㈭
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
田

植
え
を
し
ま
し
た
。
　

当
日
は
農
業
委
員
の
み
な
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
無

事
に
田
植
え
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
は
農
業
委
員
の
み
な
さ

ん
に
水
田
管
理
な
ど
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
美
味
し
い
お
米

を
育
て
ま
す
。

今
回
植
え
た
「
風
さ
や
か
」

と
「
も
り
も
り
も
ち
」
は
、
12

月
の
お
や
す
・
し
め
な
わ
・
も

ち
つ
き
大
会
で
美
味
し
く
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

　道路交通法改正により、令和５年７月１日以降、一定の要件を満たす電動キックボードなどに
ついて「特定小型原動機付自転車」として新たに区分されることとなりました。
　該当する車両をお持ちの方で標識（ナンバープレート）未取得の方や、今後、車両を取得され
た方は、標識の交付申請が必要です。
〇特定小型原動機付自転車とは
　電気式モーターを原動機としており、以下の要件をすべて満たすものが対象となります。
※形状などが近しい場合でも、要件をすべて満たしていないものは、一般の原動機付自転車に該当します。

　運転をしてもよい方は、16才以上の方で、自賠責保険（共済）への加入も義務付けられています。

〇標識（ナンバープレート）の交付申請
令和５年６月30日㈮より受付を開始しています。
申請が必要な方は天龍村役場（住民税務課）又は、南支所でお願いします。
〇申請に必要なもの
①軽自動車税（種別割）申告（報告）書兼標識交付申請書
②特定小型原動機付自転車に該当することが分かる資料（最高速度・定格出力・長さ・幅）
※販売証明書などに記載がある場合は原則として省略可能

③販売証明書または譲渡証明書
④本人確認書類
〇年税額　２,000円（４月１日現在の所有に基づいて課税されます。）
〇お問い合わせ先　天龍村役場住民税務課　税務係　☎0260-32-1024（直通）

特定小型原動機付自転車（電動キックボードなど）をお持ちの方で、
標識（ナンバープレート）未取得の方などは標識交付申請をお願いします

原動機付自転車
特定小型原動機付自転車 一般原動機付自転車

最高速度 20km/h 以下
特定小型原動機付自転車

以外のもの

定格出力 0.6kW以下
長さ 1.9m以下
幅 0.6m以下

天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
が

田
植
え
を
し
ま
し
た
!!

４
月
23
日
㈰
に
、
村
内
外
の

郷
土
料
理
に
興
味
が
あ
る
方
を

対
象
に
、
天
龍
村
で
食
べ
ら
れ

て
い
る
郷
土
料
理
や
家
庭
料
理

を
村
の
お
母
さ
ん
方
に
教
え
て

い
た
だ
く
食
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

て
ん
ぷ
ら
や
大
汁
な
ど
南
信
州

な
ら
で
は
の
料
理
と
、
巻
き
寿

司
、
平
岡
地
区
で
お
茶
請
け
と

し
て
食
べ
ら
れ
て
き
た
と
じ
豆

を
作
り
ま
し
た
。
参
加
者
と
お

母
さ
ん
た
ち
と
楽
し
く
交
流
し

な
が
ら
、
お
い
し
く
作
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

次
回
は
９
月
３
日
㈰
に
坂
部

で
、
て
い
ざ
な
す
料
理
と
梅
肉

煮
を
作
る
予
定
で
す
。
参
加
希

望
の
方
は
役
場
地
域
振
興
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

天
龍
村
の
郷
土
料
理
を
学
び

味
わ
う
料
理
教
室
を
開
催

*社員数は社長を除く。また臨時労務員は参考。

　令和４年度は、一般受託を増加することができました。
また、生産品販売では、前年程度を維持することができま
した。しかし、村の運営補助金無くしては、依然と運営が
苦しい状況であります。
　令和５年度は、生産品販売の増加を目指すと同時に、一
般受託の更なる増加のため、計画的・効率化の作業を行う
ことにより経費の抑制をし、天龍村の特産品の振興及び遊
休荒廃農地の防止を図り、村民のみなさんから信頼される、
必要とされる天龍農林業公社を目指し取り組んでまいります。
　本年度は、各種イベントも計画しておりますので、是非
お越しください。

㈲天龍農林業公社 令和４年度の経営状況を公表します

田植えの様子

全員で記念写真

みんなで巻き巻き

◎令和５年度 自衛官等募集案内
募集項目 受験資格 受付期間 採用試験日

一般曹候補生 18歳以上33歳未満 ９月５日㈫まで １次：９月15日㈮～
24日㈰のうち１日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満 年間通じて実施 受付時に通知

航空学生

海：高卒（見込含）23歳未満
空：高卒（見込含）21歳未満
（いずれも高卒者又は高専３年次修
了者（見込含））

９月７日㈭まで １次：９月18日㈪

防衛大学校学生 一般
18 歳以上 21 歳未満
（高卒者（見込含）又は高専３年次
修了者（見込含））

10月18日㈬まで １次：10月28日㈯

防衛医科大学校
医学科 18歳以上21歳未満

（いずれも高卒者（見込含）又は高
専３年次修了者（見込含））

10月11日㈬まで １次：10月21日㈯

看護学科 10月４日㈬まで １次：10月14日㈯

▼お問い合わせ先▼
自衛隊長野地方協力本部飯田出張所
（飯田市大久保町2637－３ 飯田地方合同庁舎）
☎0265-22-2613　E-mail nagano.pco-ida@rct.gsdf.mod.go.jp



（５）広報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（14）令和５年（2023年）７月27日

　
７
月
２
日
㈰
に
飯
伊
消
防
技

術
大
会
が
飯
田
市
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
令
和

元
年
度
以
来
４
年
振
り
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

　
天
龍
村
消
防
団
は
第
１
分

団
、
第
２
分
団
の
合
同
チ
ー
ム

で
、
経
験
が
浅
い
団
員
の
消
防

技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、

各
分
団
の
操
法
未
経
験
者
を
中

心
に
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
週
に

２
回
天
龍
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
訓
練
な
ど
を
重
ね
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し

た
。

　
結
果
は
、
14
チ
ー
ム
中
、
13

位
で
し
た
が
、
当
初
の
目
的
で

あ
る
技
術
の
習
得
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
天
龍
中
学
校
の
み
な
さ

ん
、
団
員
の
訓
練
に
ご
理
解
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
団
員
の

ご
家
族
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
飯
伊
消
防
技
術
大
会
開
催

令和５年度 飯伊消防技術大会開催

長
野
地
方
法
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
令
和
６
年（
2
0
2
4
年
）４
月
１
日
か
ら

「
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
」さ
れ
ま
す
。

不
動
産
登
記
推
進

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ト
ウ
キ
ツ
ネ
」

◎お問い合わせ先

長野地方法務局
不動産登記部門
☎026（235）6611㈹

長野地方法務局
木曽支局

☎0264（22）2186

長野地方法務局飯山支局
☎0269（62）2302

長野地方法務局大町支局
☎0261（22）0379

長野地方法務局上田支局
☎0268（23）2001

長野地方法務局諏訪支局
☎0266（52）1043

長野地方法務局佐久支局
☎0267（67）2272

長野地方法務局飯田支局
☎0265（22）0014

長野地方法務局松本支局
☎0263（32）2567

長野地方法務局伊那支局
☎0265（78）3462

緑の募金
どんぐりくん

　みなさんのご協力により天龍村全体で
81,993円が集まりました。
　この募金は地域の緑化やみどりの少年
団活動への補助、森林づくりに還元され
ます。（募金は６月12日付けで、飯伊地
区緑の募金委員会に送金しました。）

緑の募金にご協力
ありがとうございました

　
７
月
１
日
付
け
で
次
の
職
員

が
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

◇
藤
澤
久
美

（
建
設
課
　
環
境
水
道
係
）

◇
小
林
勇
太

（
地
域
振
興
課
　
農
務
国
調
係
）

役
場
職
員
人
事
異
動

役
場
職
員
人
事
異
動

　
４
月
13
日
㈭
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け
を

行
い
ま
し
た
。

　
巣
箱
は
２
月
24
日
㈮
に
子
ど

も
た
ち
自
身
が
作
製
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
２
班
に
分
か
れ
て
村

内
の
橋
な
ど
各
所
に
巣
箱
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
の
天
然
記
念
物
で
、
村
鳥

で
も
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
５

月
４
日
㈭
に
天
龍
村
役
場
の
屋

上
へ
飛
来
し
ま
し
た
。

　
役
場
屋
上
に
は
、
毎
年
巣
箱

を
設
置
し
て
観
察
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
７
月
、
向
方
地
区

に
単
身
者
向
け
村
営
住
宅
１
戸

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
外
観
は
屋
根
が
黒
、
壁
が
木

目
調
で
周
辺
の
環
境
と
調
和
し

た
落
ち
着
き
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

・
使
用
料
／
月
額
２
万
円

・
間
取
り
／
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
床
面
積
／
51
・
３
㎡

・
そ
の
他
／
Ｉ
Ｈ
オ
ー
ル
電
化
、

エ
ア
コ
ン
有
、
水
洗
化
（
浄

化
槽
）、
駐
車
場
１
台

①
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
相
続
な

ど
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続

人
は
、
自
己
の
た
め
に
相
続
の
開
始

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
か
つ
、
当

該
不
動
産
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ

た
日
か
ら
３
年
以
内
に
、
相
続
登
記

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
と
な
り

ま
す
。

②
遺
産
分
割
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し

た
相
続
人
に
つ
い
て
も
、
遺
産
分
割

の
日
か
ら
３
年
以
内
に
、
相
続
登
記

を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
こ
れ
ら

の
申
請
を
怠
っ
た
と
き
は
、
10
万
円
以

下
の
過
料
の
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
前

に
開
始
し
た
相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を

取
得
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
続
登

記
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
相
続
登

記
の
申
請
義
務
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
３
年
間
の
猶
予
期
間
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
猶
予
期
間
中
に
相
続
登

記
を
行
え
ば
、
過
料
の
適
用
対
象
と
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
相
続
登
記
の
申
請
義
務
を

履
行
す
る
た
め
の
簡
易
な
方
法
と
し
て
、

相
続
人
申
告
登
記
と
い
う
制
度
も
併
せ

て
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
相
続
人
申
告
登
記
の
申
出
を
し

た
方
は
、
上
記
①
の
申
請
義
務
を
履
行

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。も
っ
と
も
、

上
記
②
の
申
請
義
務
（
遺
産
分
割
後
の

申
請
義
務
）
に
つ
い
て
は
、
相
続
人
申

告
登
記
の
申
出
に
よ
っ
て
も
履
行
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※

過
料
の
取
扱
い
や
正
当
な

理
由
に
つ
い
て
は
、
本
年

３
月
22
日
に
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
し
て
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

★
相
続
登
記
の
申
請
手
続
に

関
す
る
ご
案
内
（
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
）
は
こ
ち
ら

身
の
回
り
の
不
動
産
を
確
認
し
、速
や

か
に
相
続
登
記
を
行
え
る
よ
う
、備
え

ま
し
ょ
う
！

司法書士事務所における「相続登記特別無料相談」
～相続の心配ごとを解決しませんか？～

令和５年（2023年）４月27日から相続土地国庫帰属制度が開始し、令和６年（2024年）４月１
日からは、不動産を取得した相続人に対し、その取得を知った日から３年以内に相続登記の申請
をすることが義務化されます。
村民のみなさんに大きな影響が予想される改正に際し、少しでも不安や疑問を解消していただ
きたいことから、司法書士会では相続登記に関する相談を無料で実施します。
相続登記に関してご不明な点などがありましたら、以下の期間で、県内各司法書士事務所による
無料相談が受けられますので、お気軽にご相談ください。

　期　間　令和５年８月３日㈭～８月９日㈬
　時　間　午前９時から午後４時迄（土日を除く）
　場　所　県内各司法書士事務所（ご希望の司法書士事務所へ直接ご予約ください。連絡先など、

ご不明な場合は、下記のお問い合わせ先にご連絡ください。）
　相談料　無料
　相談例　・相続登記はしないといけないの？
　　　　　・相続登記義務化になったらどうなるの？
　　　　　　・相続した土地を国が引き取ってくれる制度について知りたい。
※お問い合わせ先　長野県司法書士会事務局　☎026－232－7492

５
月
16
日
㈫
に
巣
箱
へ
入
り
、

５
月
31
日
㈪
か
ら
６
月
６
日
㈫

に
か
け
て
４
個
の
卵
を
産
み
ま

し
た
。
翌
日
の
６
月
７
日
㈬
か

ら
親
鳥
が
抱
卵
を
始
め
６
月
25

日
㈰
に
１
羽
目
が
孵
化
し
て
以

降
、
全
て
の
卵
が
無
事
に
孵
化

し
、
７
月
21
日
㈮
に
は
全
て
の

雛
が
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
ま
た

来
年
も
、
美
し
い
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
の
姿
が
見
ら
れ
る
と
い
い
で

す
ね
。

　
今
年
度
も
、
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
を
中
心
に
村
内
各
所
に

巣
箱
を
掛
け
、
保
護
活
動
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
絶
滅
危
惧

種
で
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
、

天
龍
村
で
巣
立
っ
て
い
く
の
を

み
な
さ
ん
で
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

向
方
地
区
に
単
身
者
用

村
営
住
宅
完
成

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

　
　
　
　巣
箱
か
け

高所作業車にドキドキ!

今
年
も
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

が
飛
来
し
ま
し
た

向方地区に住宅建設!素敵な内装!

takashi
テキストボックス
(水)



（15）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（４）令和５年（2023年）７月27日

令和4年度 「ふるさと寄附金」運用状況

利息分※

①福祉に関
する事業

②子育て支
援、学校
教育に関
する事業

③自然環境、
農林業の
振興に関
する事業

④観光に関
する事業

⑤文化･生涯
学 習 ･ ス
ポーツに関
する事業

⑥その他に
関する事
業

使途コース別の寄付金額

寄附金
総　額
（円）

基
　
　
　
金

前年度末基金総額

再　　掲 活 用 さ せ て い た だ い た 寄 附 金

令和４年度
寄　附　金

16,632,000 2,661,000 2,675,000 4,432,000 747,000 567,000 5,550,000

66,103,000 14,749 7,137,001 13,979,000 16,803,000 3,203,500 2,668,500 22,297,250

16,632,000 2,661,000 2,675,000 4,432,000 747,000 567,000 5,550,000

1,000 1,000

6,362,000 341,000 1,021,000 0 0 2,000,000 3,000,000

76,374,000 15,749 9,457,001 15,633,000 21,235,000 3,950,500 1,235,500 24,847,250

6,362,000

寄附金積立金

運用利息積立金

取り崩し金 額

差し引き残額

※一般財源による加算分も含みます。

令和５年５月31日現在

　令和４年度の寄附金総額は1,663万2千円、寄附者総数1,043名でした。使途運用状況は下記のとおりです。
寄附者の方々のご厚意にお応えできるよう基金に積み立て保管しています。基金から得た利息につきまし
ても積み立てをし、年度末基金総額は7,637万4千円となっています。
  本年度は、小学校・中学校への入学祝金事業、小中学校給食費の補助事業、小中学生
の学力向上補助事業、インフルエンザ予防接種補助事業の財源、美術品等取得基金、奨
学金基金（龍蛇山澤基金）に、みなさんからいただいたふるさと寄附金636万2千円を、
その財源として活用させていただきました。

（単位：円）

　
４
月
24
日
㈪
に
、
令
和
５
年

度
第
１
回
目
と
な
る
天
龍
村
総

合
教
育
会
議
を
、
な
ん
で
も
館

で
開
催
し
、
令
和
３
年
４
月
に

制
定
し
ま
し
た
「
天
龍
村
教
育

大
綱
」
の
一
部
見
直
し
に
関
す

る
事
項
を
中
心
に
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
見
直
し
を
行
っ
た
大
綱
の
主

な
内
容
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

「
龍
の
子
留
学
制
度
」（
親
子
留

学
・
孫
留
学
）
に
よ
る
留
学
生

の
募
集
の
実
施
及
び
令
和
５
年

３
月
に
天
龍
小
学
校
敷
地
内
に

完
成
し
た「
総
合
体
育
施
設
」を
、

学
校
教
育
・
社
会
教
育
・
災
害

避
難
施
設
の
複
合
施
設
と
し
て

運
用
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度

　
総
合
教
育
会
議

　
４
月
16
日
㈰
に
第
23
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
22
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
回
は
11
月
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
セ
ン

ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
は
11
月
末
ま
で
、
定
休
日
を

除
き
休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ー
代…

大
人
５
０
０
円

小
人
２
０
０
円
（
中
学
生
以

下
）

●
営
業
期
間…

４
月
１
日
㈯
か

ら
11
月
30
日
㈭

●
定
休
日…

毎
週
火
曜
日
　

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

…

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

　（
☎
32
-１
０
２
３
）

第
23
回
パ
タ
ー

　
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

参加者全員で記念撮影

その他、補助制度の詳細に関する説明、
ご相談などは建設課建設係 ☎（32）1022まで
お問い合わせください。

○天龍村内の空き家の
　所有者（配偶者・親族）である方。
○所定の金融機関から受ける融資。
　※貸金業による融資は対象外

○補給期間は資金の償還期間です。

村内の空き家に関する

 　　　　　　　を補給します

補助要件

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

・
じ
ご
く
に
ア
イ
ス

・
だ
い
じ
だ
い
じ
ど
ー
こ
だ
？

・
そ
ら
と
ぶ
ク
レ
ヨ
ン

・
あ
め
ふ
り

・
パ
ン
ツ
の
は
き
か
た

◇
一
般
向
け

・
ゲ
ー
ム
ネ
ッ
ト
の
世
界
か
ら

離
れ
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

・
街
と
そ
の
不
確
か
な
壁

・
く
も
を
さ
が
す

・
彼
女
の
家
計
簿

・
む
き
出
し

◇
地
域
資
料

・
遠
山
霜
月
祭
り
研
究

・
熊
谷
直
実
中
世
武
士
の
研
究

◇
映
像
資
料

・
パ
ウ
パ
ト
ロ
ー
ル
１

◇
お
し
ら
せ

・
授
乳
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

小
さ
な
お
子
様
を
お
連
れ
の

方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

・
令
和
４
年
度
の
来
館
者
数
は

１
３
９
４
人
、
貸
出
冊
数
は

１
７
２
５
冊
で
し
た
。

　
み
な
さ
ん
が
読
み
た
い
本
、

観
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
リ
ク
エ

ス
ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◇
天
龍
村
図
書
館

　
☎
32
‐
３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
月
末

日

　
図
書
館
に
新
し
い
本
が
入
り

ま
し
た
。

◇
え
ほ
ん

・
ぴ
よ
ぴ
よ
ぴ
っ
ぴ
っ
ぴ
ー

・
な
あ
ち
ゃ
ん
な
で
な
で

・
と
け
い
の
ほ
ん
１

・
パ
ン
ダ
の

　
た
こ
や
き
や
さ
ん

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
広
報
天
龍
第
２
１
３
号
（
４

月
号
）
で
公
表
後
、
６
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
ご
希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
市
川
弘
様
●
菊
原
典
孝
様

●
松
田
裕
樹
様
●
小
熊
亮
様

●
岡
野
潤
様
●
久
保
久
美
子
様

●
後
藤
洋
介
様
●
三
谷
豊
章
様

●
山
田
治
和
様
●
山
田
八
重
様

●
中
川
慎
一
様
●
渡
辺
弘
様

●
村
野
美
和
子
様
●
鶯
巣
宏
臣
様

　
今
回
は
93
名
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で

き
ま
す
。
決
済
方
法
は
金
融
機

関
か
ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓

口
で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

https://w
w
w
.furusato-tax.jp

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会議の様子



（17）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（16）令和５年（2023年）７月27日

天龍村

■ 防災についてのお問い合わせ先　総務課　総務情報係　☎32-2001

令和5年6月2日㈮台風等豪雨に係る天龍村の被害状況
１、雨量の状況

※総雨量は６月２日㈮午前0時から６月３日㈯午前９時までの総計です。

２、被害状況
１）人的被害　：なし　２）建物被害　：なし
３）指定避難所：16箇所開設　避難者２名（6/3　８時30分閉鎖）
４）孤立世帯　：5地区17世帯24名孤立（6/4　15時00分孤立解消）

３、その他
１）松島ヘリポート浸水　
２）長島宇連地区で停電発生
３）向方地区、大河内地区、
　　梨畑地区で電話回線不通
４）JR飯田線6月3日～4日 終日運休

この度、被災された皆様に心から
お見舞い申し上げます。
村ではより一層、防災力の強化に
努めて参ります。

松島ヘリポート浸水松島ヘリポート浸水

林道虫川新野峠線林道虫川新野峠線

国道418号足瀬から戸口国道418号足瀬から戸口

区分　　　　　地区 満島（役場） 中井侍 向方 大河内

最大時間雨量 6/2 15時　31.0㎜ 6/2 15時　48.5㎜ 6/2 15時 39.0㎜ 6/2 15時 39.5㎜

総雨量 232.0㎜ 326.5㎜ 268.0㎜ 333.0㎜

被害の別 路線数 発生個所 被害内容
村道 20路線 43箇所 土砂流出、崩落、倒木、土石流　等
農道 3路線 3箇所 土砂流出・堆積

農地・農業施設 - 12箇所 畑（決壊・砂泥堆積）・田（決壊・土砂流入）
牛舎（法面崩落）・養魚場（土砂崩落）

林道 12路線 22箇所 土砂流出、崩落、倒木、路肩決壊　等
治山 - 3箇所 法面崩落



（17）広 報　天　　龍 令和５年（2023年）７月27日 広 報　天　　龍（16）令和５年（2023年）７月27日

天龍村

■ 防災についてのお問い合わせ先　総務課　総務情報係　☎32-2001

令和5年6月2日㈮台風等豪雨に係る天龍村の被害状況
１、雨量の状況

※総雨量は６月２日㈮午前0時から６月３日㈯午前９時までの総計です。

２、被害状況
１）人的被害　：なし　２）建物被害　：なし
３）指定避難所：16箇所開設　避難者２名（6/3　８時30分閉鎖）
４）孤立世帯　：5地区17世帯24名孤立（6/4　15時00分孤立解消）

３、その他
１）松島ヘリポート浸水　
２）長島宇連地区で停電発生
３）向方地区、大河内地区、
　　梨畑地区で電話回線不通
４）JR飯田線6月3日～4日 終日運休

この度、被災された皆様に心から
お見舞い申し上げます。
村ではより一層、防災力の強化に
努めて参ります。

松島ヘリポート浸水松島ヘリポート浸水

林道虫川新野峠線林道虫川新野峠線

国道418号足瀬から戸口国道418号足瀬から戸口

区分　　　　　地区 満島（役場） 中井侍 向方 大河内

最大時間雨量 6/2 15時　31.0㎜ 6/2 15時　48.5㎜ 6/2 15時 39.0㎜ 6/2 15時 39.5㎜

総雨量 232.0㎜ 326.5㎜ 268.0㎜ 333.0㎜

被害の別 路線数 発生個所 被害内容
村道 20路線 43箇所 土砂流出、崩落、倒木、土石流　等
農道 3路線 3箇所 土砂流出・堆積

農地・農業施設 - 12箇所 畑（決壊・砂泥堆積）・田（決壊・土砂流入）
牛舎（法面崩落）・養魚場（土砂崩落）

林道 12路線 22箇所 土砂流出、崩落、倒木、路肩決壊　等
治山 - 3箇所 法面崩落
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（
正
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３
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当
初
予
算
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算
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誤
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で
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績
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決
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込
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予
算
で
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出

　村
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広 報　天　　龍（18）令和５年（2023年）７月27日

第 214 号
広 報

私たちの村
－７月１日現在－
人口 1,110 人

男 525 人 女 585 人
世帯数 633 世帯

2023年7月27日

令和５年６月10日㈯、第21回天龍村大運動会が開催され
ました。今年度は小中併設に伴う学校行事の見直しや９月・
10月の村の行事との関係で６月に変更となりました。
当日は、天候が心配されましたが、無事に開催すること
ができました。子どもたちの元気な姿や、一般参加種目で
老若男女が楽しむ姿見られました。
来年度は、小中併設校となり、現在の小学校グラウンドに場所を移して開催を予定しています。

天 龍 村 役 場
総 務 課
飯田共同印刷㈱

発行
編集
印刷

　
国
道
418
号
的
瀬
と
福
島

を
結
ぶ
福
島
ト
ン
ネ
ル
の

開
通
式
が
４
月
28
日
㈮
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
衆
議
院
議
員

や
県
議
会
議
員
な
ど
関
係

者
を
お
招
き
し
、
厳
正
か

つ
盛
大
に
行
わ
れ
、
式
典

終
了
に
伴
い
、
同
日
福
島

ト
ン
ネ
ル
が
供
用
開
始
と

な
り
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
の
延
長
は
762
ｍ

で
、
的
瀬
と
福
島
間
の
移

動
時
間
は
従
来
よ
り
約
５

分
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
島
ト
ン
ネ
ル
は
、
令

和
２
年
１
月
に
発
生
し
た

早
木
戸
地
籍
の
大
崩
落
が

契
機
と
な
り
、
国
道
の
ト

ン
ネ
ル
化
に
よ
る
抜
本
的

な
道
路
改
良
が
決
定
し
、

令
和
３
年
６
月
に
掘
削
を

開
始
、
令
和
４
年
２
月
に

ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
、
今

回
開
通
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
も
当
面
の

間
、
ト
ン
ネ
ル
出
入
口
付

近
で
は
取
付
道
路
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
通
行

す
る
際
に
は
ご
注
意
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

福島トンネル開通!!

第21回

天
龍
村
総
合
体
育
館
施
設
竣
工
記
念
イ
ベ
ン
ト

天
龍
村
総
合
体
育
館
施
設
竣
工
記
念
イ
ベ
ン
ト

４
月
22
日
㈯
に
総
合
体
育
施

設
の
完
成
を
祝
う
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
、中
学
生
に
よ
る
ハ
ン
ガ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
親
交

の
あ
る
至
学
館
大
学
（
愛
知
県

大
府
市
）
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
部

を
お
招
き
し
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
員

を
は
じ
め
、
栄
監
督
、
コ
ー
チ
、

学
校
関
係
者
が
来
村
さ
れ
、
レ

国道418号

みんなで記念撮影!みんなで記念撮影!トンネルにお絵かきトンネルにお絵かき

福島側の坑口福島側の坑口

お
詫
び
と
訂
正

グラウンドを全力疾走！グラウンドを全力疾走！ 老若男女が参加した大玉送り老若男女が参加した大玉送り

開会式開会式

大きなピラミットに挑戦大きなピラミットに挑戦

栄監督の指導の下、レスリング体験

至学館大学女子レスリング部、学校関係者のみなさん

ス
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
の
上
で
栄
監

督
の
指
導
の
下
、
多
く
の
方
が

汗
を
流
し
、
交
流
を
図
り
ま
し

た
。

色紙は総合体育施設に飾ってあります




